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唐
・
陸
亀
蒙
の

「
来
相
経
』

と
曲
鞍
整
の
成
立

渡

部

武

一

は

じ

め

に

二
『
采
組
経
』
校
棒

(
一
〉
校
四
押
に
用
い
た
底
本
・
各
種
テ
キ
ス
ト

・
注
律
論
文
一
覧

つ
己
『
来
紹
経
』
校
訂
文

。
ニ
)
『
莱
組
経
』
全
誇

三

貌
E

白
か
ら
唐
代
に
か
け
て
の
惣
耕
園
の
検
討

四
曲
鞍
箪
の
成
立
に
つ
い
て

五

む

す

び
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fi 

じ

め

さ
き
に
私
は
「
中
園
古
代
整
耕
園
再
考
||
漢
代
霊
像
に
見
え
る
二
つ
の
タ
イ
プ
の
惣
を
め
ぐ
っ
て
|
|
」

(
『
古
代
文
化
』
第
四

O
俳句第

二

動日

出
土
資
料
の
方
面
か
ら
漢
代
の
翠
の
形
態
と
そ
の
機
能
と
を
分
析
し

一
九
八
八
年
。
以
下
こ
れ
を
「
前
稿
」
と
略
稽
)
な
る
論
文
を
護
表
し
、

た
。
そ
の
結
果
、
以
下
の
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
(
ご
漢
代
の
撃
は
基
本
的
に
は
枠
型
翠
が
主
流
を
占
め
、
そ
れ
は
大
き
く
匡
分
す
る

と
、
惣
床
と
惣
梢
と
が
別
木
か
ら
な
る
長
床
タ
イ
プ
の
方
型
怒
と
雨
者
が

一
睡
と
な
っ
た
無
床
も
し
く
は
短
床
タ
イ
プ
の
和
平
が
あ
っ
た
。
つ
一
〉

和
平
の
繋
駕
方
式
に
つ
い
て
は
、
一
般
的
に
二
牛
撞
横
方
式
と
一
牛
で
曳
く
播
動
翠
方
式
も
普
及
し
、
ま
た
躯
(
頚
木
)
お
よ
び
引
木
の
惣
撲
と



会
一
)
轍
は
短
轄
と
長
醸
の
雨
様
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
直
轄
が
主
流
で
、
お
そ
ら
く
曲
轍
は
ま
だ
出
現

(
四
)
織
製
翠
鐸
と
墾
冠
に
は
、
土
壌
の
性
質
や
作
業
の
内
容
に
雁
じ
て
各
種
の
規
格
が
あ
っ
た
。
(
五
)
整
鋸
は
、
土

壌
を
片
側
に
反
碍
さ
せ
る
タ
イ
プ
の
も
の
と
南
側
に
反
輔
さ
せ
る
タ
イ
プ
の
も
の
が
あ
っ
た
。
会
ハ
)
翠
先
の
入
土
角
度
を
嬰
え
、
耕
土
の
深

浅
を
調
節
す
る
た
め
の
翠
評
(
簡
単
な
模
肢
の
も
の
)
が
考
案
さ
れ
て
い
た
。

思
し
き
繋
駕
具
も
採
用
さ
れ
て
い
た
。

し
て
い
な
か
っ
た
。

周
知
の
よ
う
に
中
閣
の
牛
筆
耕
は
、
戦
園
時
代
以
降
の
製
織
技
術
の
震
達
と
戦
圏
諸
侯
の
耕
地
扱
張
政
策
と
相
侠
っ
て
著
し
い
設
達
を
見

る
。
そ
し
て
中
園
古
代
傘
の
基
本
的
な
構
造
と
特
色
は
、

漢
代
あ
た
り
に
、

か
な
り
高
い
水
準
に
達
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
中

園
耕
翠
護
達
史
上
と
く
に
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
「
曲
轍
翠
」
の
出
現
で
あ
る
。
こ
の
曲
韓
翠
は
現
代
の
中
国
各
地
の
農
村
地
帯
で

贋
く
用
い
ら
れ
て
い
る
懇
の
直
接
的
な
源
流
を
な
し
、
水
田
地
帯
お
よ
び
畑
作
地
帯
の
い
ず
れ
に
も
よ
く
普
及
し
て
お
り
、
一
頭
の
牛
に
税
引

き
せ
、
接
土
と
回
輔
が
ま
こ
と
に
始
以
率
が
よ
い
た
め
、

農
民
の
聞
で
非
常
に
重
賓
が
ら
れ
て
い
る
。
曲
臆
墾
に
つ
い
て
の
記
録
は
、
唐
代
の
陸

亀
蒙
が
著
し
た
『
乗
組
経
』
に
初
め
て
見
ら
れ
る
が
、
こ
の
翠
が
一
瞳
い
つ
、
ど
こ
で
、
ど
の
よ
う
な
事
情
の
下
に
誕
生
し
た
か
は
多
く
の
謎

に
包
ま
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
以
下
、
陸
亀
蒙
の
『
采
椙
経
』
の
テ
キ
ス
ト
を
正
確
に
讃
み
解
い
て
唐
代
の
曲
輯
翠
の
構
造
を
把
握
し
、
つ
い
で

貌
菅
か
ら
唐
代
に
か
け
て
の
農
耕
壁
重
や
翠
耕
模
型
等
の
出
土
資
料
を
検
討
し
て
、
曲
醸
翠
の
出
現
事
情
を
考
察
し
て
み
る
こ
と
に
す
る
。
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『
采
相
経
』
校
樟

2
木
箱
経
』
の
著
者
陸
亀
蒙
は
、
九
世
紀
後
半
に
活
躍
し
た
文
人
で
あ
り
、
荘
園
地
主
で
あ
る
。
そ
の
俸
記
は
『
新
唐
書
』
巻
一
九
六
隠
遁

列
俸
に
立
て
ら
れ
た
本
俸
、
宋
・
孫
光
憲
撰
『
北
夢
潰
一言
』
巻
六
、
宋
・
費
開
撰
「
甫
皇
陸
先
生
文
集
序
」

淵
明
の
「
五
柳
先
生
俸
」
に
倣
っ
て
陸
亀
蒙
自
ら
が
著
し
た
「
甫
里
先
生
侍
」
(
同
)
な
ど
に
記
さ
れ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
著
者
の
一
生
を

跡
づ
け
る
に
は
不
充
分
で
あ
る
。
近
年
、
陸
亀
蒙
の
俸
記
の
不
明
部
分
お
よ
び
彼
の
荘
園
経
営
の
賓
態
に
つ
い
て
、
陸
氏
の
詩
文
集
『
笠
津
叢

書
』
な
ら
び
に
陸
氏
と
皮
日
休
の
聞
で
の
偶
和
集
『
松
陵
集
』
等
を
素
材
に
し
て
、
北
田
英
人
氏
が
精
撤
な
論
考
を
瑳
表
し
、
こ
の
方
面
の
研

(
『
笠
津
叢
書
』
所
牧
)
、

お
よ
び
陶

481 
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(

1

)

 

究
に
大
い
に
進
捗
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
い
ま
北
田
氏
の
研
究
等
を
踏
ま
え
て
陸
亀
蒙
の
略
俸
を
記
す
と
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

字
を
魯
皇
、
蹴
を
天
随
子

・
甫
里
先
生
(
松
江
の
ほ
と
り
の
甫
里
に
居
住
し
た
こ
と
に
因
む
。
宋

・
朱
長
文
撰
『
奥
郡
岡
経
綴
記
』
を
下

に
甫
監
の
彼
の
哲
居
祉
の
記
事
が
有
る
)
・
江
湖
散
人
と
稿
し
、

陸
勉
蒙
は

そ
の
本
貫
は
蘇
州
と
目
さ
れ
て
い
る
。

生
卒
年
は
不
詳
で
あ
る
が
、

北
田
氏
は
間以

年
を
倍
宗
の
康
明
元
年
(
八
八
O
)
前
後
と
推
定
、

ぁ
に
逝
い
て
移
る
」
と
あ
る
か
ら
、

五
代
・
王
定
保
撰
の
『
唐
掠
言
』
巻
一

O
に
「
中
和
の
初
め
(
元
年
が
西
暦
八
八
一
年
)
、
疾

ほ
ぼ
そ
の
頃
で
あ
ろ
う
。

『
新
唐
書
』
木
停
に
よ
る
と
、

陸
抱
蒙
は
一
時
進
士
の
受
験
資
格
を
獲
得
し
た

が
、
中
央
膿
部
試
に
失
敗

そ
の
後
、

郷
里
の
蘇
州
に
戻
り

嘗
地
に
赴
任
し
て
き
た
州
従
事
の
皮
日
休
と
胆
懇
の
開
柄
と
な
り

借
和
集

『
松
陵
集
』
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
友
情
溢
れ
た
生
活
を
迭
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
老
い
た
る
親
の
扶
養
な
ど
の
経
済
的
な
理
由
か
ら
刺
史
張
拷

の
幕
僚
と
な
り
、
蘇
州
や
湖
州
を
は
じ
め
と
し
て
幾
つ
か
の
地
方
を
歴
遊
す
る
。
そ
し
て
晩
年
は
郷
里
に
隠
棲
し
生
涯
を
終
え
る
の
で
あ
る
。

陸
勉
蒙
の
回
宅
の
規
模
は
「
甫
里
先
生
体
」
に
「
先
生
の
居
、

あ
ま

歩
に
蛍
る
」
と
あ
る
か
ら
四
百
畝
)
を
奇
す
有
り
、
牛
四
十
蹄
(
一

O
頭
)
を
減
ぜ
ず
、
耕
夫
百
除
指
(
一

O
人
除
)
有
り
」
と
記
さ
れ
て

い
る
。
北

田
氏
の
分
析
に
よ
る
と
、
陸
亀
蒙
の
荘
園
の
中
心
は
蘇
州
城
内
の
臨
頓
に
所
在
し
、
別
業
は
蘇
州
と
湖
州
に
そ
れ
ぞ
れ
二
箇
所
の
合
計
四
荘
所

地
数
畝
有
り
、

屋
三
十
視
有
り
、

田
十
高
歩
(
注
に
「
奥
田
の
一
畝
は
二
百
五
十
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有
し
て
い
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

次
に
『
采
組
組
』
に
つ
い
て
解
説
し
て
お
こ
う
。
陸
砲
蒙
が
『
来
組
経
』
を
著
し
た
動
機
は
き
わ
め
て
明
ら
か
で
あ
る
。
彼
の
詩
文
集
に
牧

め
ら
れ
た
作
品
の
題
名
を
通
覧
す
る
と
、
彼
自
身
農
事
を
は
じ
め
と
し
た
各
種
の
生
業
や
生
態
環
境
に
並
外
れ
た
興
味
を
抱
い
て
い
た
こ
と
が

分
る
。

例
え
ば
「
漁
具
詩
」
に
列
記
さ
れ
た
漁
具
の
名
稽
と
そ
の
使
用
法
は
、

蘇
州
の
水
郷
地
帯
の
民
族
誌
と
し
て
も
貴
重
で
あ
り
(
除
談
な

が
ら
附
記
し
て
お
く
と
、
詩
中
の
「
皐
」
の
記
事
は
魚
伏
簡
の
具
般
的
使
用
法
を
示
し
た
も
の
と
し
て
最
も
古
い
)
、
今
撲
の
表
現
を
借
用
す
る
な
ら
ば
、
陸

抱
蒙
は
卓
越
し
た
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
l
ヵ
ー
で
あ
る
と
稿
し
で
も
過
言
で
は
な
い
。
首
然
の
事
な
が
ら
、
彼
の
興
味
は
農
具
に
も
向
け
ら
れ
た
。

『
来
組
組
』
の
前
文
に
「
余

田
野
の
聞
に
在
り
て

一
日
映
虻
を
呼
び
て
、
就
き
て
数
し
ば
其
れ
目
す
る
に
、
悦
と
し
て
農
皇
の
庭
に
登
れ

る
が
若
し
。
:
:
:
孔
子
の

〈
吾
れ
老
農
に
如
か
ず
〉
と
調
う
は
信
な
り
。
因
り
て
書
し
て
来
相
経
を
昂
る
」
と
あ
り
、
陸
亀
蒙
は
自
己
の
荘
園



と
こ
ろ
で
王
航
瑚
お
よ
び
天
野
元
之
助
雨
氏
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、

内
で
働
く
農
民
か
ら
直
接
に
撃
を
は
じ
め
と
し
た
各
種
の
農
具
の
構
造
と
操
作
法
を
尋
ね
て
、
こ
の
『
采
組
経
』
を
著
し
た
の
で
あ
る
。

『
系
組
経
』
は
元
来
『
笠
津
叢
書
』
や
『
甫
里
先
生
文
集
』
に
牧

め
ら
れ
て
い
た
た
め
に
、
唐
・
宋
時
代
の
公
私
の
書
自
に
見
ら
れ
ず
、
た
ぶ
ん
宋
末
頃
よ
り
皐
濁
に
流
布
す
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ

(

2

)

 

る
。
『
来
組
経
』
の
本
文
は
わ
ず
か
六
四

O
字
に
満
た
な
い
小
文
に
す
ぎ
な
い
が
、

多
く
の
流
布
本
が
有
り
、

誤
字

・
脆
字
が
か
な
り
見
ら

れ
、
曲
輯
翠
の
構
造
を
正
確
に
理
解
す
る
に
は
ど
う
し
て
も
巌
密
な
本
文
校
訂
が
必
要
で
あ
る
。
こ
の
貼
に
つ
い
て
天
野
氏
の
務
作
が
有
り
、

十
数
種
の
輯
本
を
校
訂
し
て
流
布
本
の
系
統
を
、
-
『
笠
津
叢
書
』

系
統
本
、

H
『
津
逮
秘
書
』
系
統
本
、

E
『
重
編
百
川
皐
海
』
系
統
本
に

(

3

)

 

三
大
別
し
て
い
る
。
私
は
基
本
的
に
こ
の
系
統
分
類
に
賛
成
で
あ
る
が
、
貫
際
に
本
文
校
訂
作
業
に
着
手
し
て
み
る
と
、
必
ず
し
も
巌
密
に
三

大
匡
分
で
き
る
も
の
で
な
い
こ
と
が
分
る
。
ま
た
底
本
と
し
て
特
に
優
れ
た
版
本
が
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、
た
と
え
一
見
粗
悪
な
流
布
木
で
あ

っ
て
も
、
そ
れ
な
り
に
採
る
べ
き
と
こ
ろ
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
粗
略
に
扱
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
れ
ま
で
『
采
相
経
』
の
校
訂
を
試
み
た
研

(
4〉

究
者
の
数
は
多
い
が
、
本
格
的
に
行
な
っ
た
の
は
前
述
の
天
野
氏
の
ほ
か
に
宋
兆
麟
・
閣
文
儒
・
閣
高
石
の
三
氏
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
先
撃
の

研
究
に
よ
っ
て
『
采
相
経
』
が
ほ
ぼ
正
確
に
諒
解
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
ま
だ
共
通
の
理
解
に
到
達
し
て
い
な
い
貼
も
あ
り
、
屋

上
屋
を
架
す
る
感
も
あ
る
が
、
以
下
に
列
翠
し
た
『
采
組
組
』
の
各
種
テ
キ
ス
ト
お
よ
び
注
韓
論
文
を
参
照
し
て
校
揮
を
加
え
、
こ
こ
に
新
た

な
る
輯
本
を
提
供
し
た
い
。

(一一)

校
樟
に
用
い
た
底
本
・
各
種
テ
キ
ス
ト

・
注
韓
論
文
一
覧
(
〔

483 

〔
底
本
〕
周
履
靖
編
『
夷
門
康
脱
』
所
牧
本
、
寓
暦
丁
酉
〈
二
十
五
年
、
西
暦

一
五
九
七
年
〉
序
刊
、
内
閣
文
庫
所
磁
。

塞
踊
同
の
義
文
印
書
館
刊
の
『
百
部

叢
書
集
成
』
所
牧
本
は
本
書
の
影
印
。

〔
笠
津
a
〕
『
笠
津
叢
書
』
、
陳
淡
輯

『古
書
叢
刊
』
第
一
輯
乙
集
所
牧
、
民

園
十
一
年
三
九
二
二
)
上
海
古
書
流
通
蕗
影
印
、
清
嘉
慶
刊
本
を
使
用
、

- 63-

〕
に
示
し
た
の
は
そ
の
略
抑
制
)

東
洋
文
庫
所
獄
。

〔笠
津
b
〕

『
笠
耳
障
叢
書
』
、

『
四
庫
全
書
珍
本
』
第
五
集
所
枚、

裏
湾
故
宮

博
物
院
所
磁
文
淵
閣
木
影
印
、
官
蛍
掛
問
商
務
印
書
館
刊
、
東
海
大
皐
所
蔵
。

〔笠
調停
C

〕

『重
刊
校
笠
耳
障
叢
書
』
叢
書
丙
部
所
校
、
薙
正
九
年
三
七
三

一
)
江
都
隆
氏
大
盛
山
房
重
刊
本
、
東
大
東
洋
文
化
研
究
所
所
滅
。
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〔
甫
里
〕
『
唐
甫
畏
先
生
文
集
』

巻
之
一

九
所
収
木
、
『
四
部
叢
刊
』
初
編
所

枚
、
上
海
一商務
印
書
館
縮
印
江
南
問
書
館
政
策
完
闘
校
明
抄
本
、
欄
外
に
佼

訂
文
字
お
よ
び
巻
末
に
成
化
本
に
よ
る
張
元
済
の
校
訂
有
り
、
民
図
五
十
四

年
(
一
九
六
五
)
翠
問
一
商
務
印
書
館
重
印
、
東
海
大
泉
岡
書
館
所
滅
。

〔
津
逮
〕
明
・
毛
且
日
編
『
津
法
秘
書
』
第
四
集
第
六
一
冊
所
政
木
、
崇
禎
庚
午

(
三
年
、
西
暦
一
六
三

O
年
〉
序
刊
、
内
閣
文
庫
所
蔵
。
早
稲
田
大
祭
図
書

館
に
同
版
の
嘉
鹿
十

一
年
(
一
八

O
六
)
影
印
本
が
架
蔵
さ
れ
て
い
る
。

〔
百
川
a
〕
『
重
綿
百
川
厚
海
』
笑
集
所
枚
、
明
刊
、
内
閣
文
庫
所
磁
。
早
稲

回
大
皐
図
書
館
所
蔵
本
は
補
充
抄
本
で
、
異
股
字
が
あ
る
も
の
の
竿
葉
の
行

数
、
一
行
の
字
数
は
同
じ
。
ま
た
官
頭
に
「
唐
陸
他
家
者
、
問
啓
一
服
閥
」
と

あ
る
。
百
川
b
に
は
こ
の
句
な
し
。

〔百
川
b
〕
『
重
輯
百
川
準
海
』
笑
集
所
枚
、
序
目
は
清
初
補
、
本
文
は
明

刊
、
内
閣
文
庫
所
蔵
。

〔
皐
津
〕
清

・
張
海
鵬
編
『
思
一
洋
討
原
』
第
十
集
第
九
五
加
所
枚
、
嘉
慶
十
一

年
(
一
八

0
4ハ
〉
序
刊
、
内
閣
文
庫
所
践
。

〔
全
唐
〕

『
欽
定
全
腎
文
』
各
八

O
一
所
枚
、
嘉
皮
十
九
年
(
一
八
一
四
)

刊
、
民
園
五
十
四
年
(
一
九
六
五
〉
、

忍
北
の
華
文
書
局
よ
り
影
印
刊
、
第

一
七
加
に
所
枚
。

〔
唐
叢
〕
『
唐
代
議
書
』
第
四
集
第
一

mm所
枚
、
嘉
慶
十
一
年
三
八

O
六
)

刊
、
内
閣
文
庫
所
蔵
、
民
図
六
十
年
三
九
七
二
翠
北
の
新
興
書
局
よ
り

影
印
刊
。
東
大
東
洋
文
化
研
究
所
所
蔵
の
『
唐
人
読
脊
』
(
一
名
『
唐
代
叢

書
』
と
表
記
さ
れ
て
い
る
)
第
二
峡
第
一

O
朋
所
牧
本
は
、
た
ぶ
ん
本
書
の

被
彫
で
あ
ろ
う
。

〔
読
本
田
〕
『
唐
人
読
管
』
所
牧
木
、
民
園
十
一
年
三
九
二
二
)
上
海
掃
葉
山

房
刊
、
石
印
本
、
表
紙
に
「
一
名
唐
代
叢
書
」
と
あ
る
。
テ
キ
ス
ト
と
し
て

は
あ
ま
り
良
く
な
い
。
早
稲
田
大
拳
闘
書
館
所
歳
。

〔
説
部
〕
明

・
陶
斑
重
校
『
読
朝
刊
』
易
一

O
九
、
第
一
一
一
珊
所
枚
、
弘
治
九

年
三
四
九
六
)
序
、
内
閣
文
庫
所
磁
。
内
閣
文
庫
に
は
順
治
四
年
三
六

四
七
)
の
同
版
後
刷
本
(
易
一

O
九
、
第
一

O
九
加
)
有
り
。
い
ず
れ
も
百

川
b
と
同
版
。

〔
五
朝
a
〕
『
五
朝
小
説
』
第
二
五
加
所
枚
、
刊
年
不
詳
、
早
稲
田
大
闘
争
図
書

館
所
蔵
。

前
掲
の
設
部
と
同
版
。

〔
五
朝
b
〕
桃
源
居
士
編
『
五
朝
小
説
』
の
唐
人
百
家
小
説
の
内
、
項
目
記
家
第

七
十
四
峡
所
枚
、
内
閣
文
庫
所
蔵
。

〔
五
朝
C

〕
『
筆
記
小
説
大
観
』
第
三
八
編
『
五
朝
小
説
』
所
枚
、
石
印
木
、

民
図
七
十
四
年
三
九
八
五
〉
に
蜜
北
の
新
興
書
局
か
ら
影
印
刊
、
東
海
大

祭
固
書
館
所
蔵
。

〔
居
家
〕
『
居
家
必
備
』
第
三
加
治
生
上
所
枚
、
明
刊
、
内
閣
文
庫
所
蔵
。
五

朝
b
と
同
版
も
し
く
は
そ
の
被
彫
。

〔山
林
〕
明
・
屠
本
峻
編
『
山
林
経
済
籍
』
第
四
加
治
由
民
第
三
所
枚
、
明
刊
、

内
閣
文
庫
所
蔵
。
内
閣
文
庫
に
は
別
の
同
書
の
江
戸
期
抄
本
が
あ
る
が
、
原

本
は
こ
の
明
版
。

〔
古
今
〕
『
古
今
図
書
集
成
』
食
貨
典
一
、
第
三

O
各
農
桑
部
所
段
、
肇
濁
の

文
星
書
庖
影
印
刊
、
東
海
大
間
学
図
書
館
所
蔵
。

〔
王
蹟

a
〕
嘉
靖
九
年
(
一
五
三

O
)
刊
『
王
禎
農
書
』
農
器
園
譜
之
二
、
来

相
門
所
引
逸
文
、
内
閣
文
庫
所
蔵
。

〔
王
頑
b
〕
『
四
庫
全
書
珍
木
』
別
集
所
枚
『
王
禎
農
書
』
所
引
逸
文
、
愛
湾

故
宮
博
物
院
所
蔵
文
淵
閣
木
影
印
、
裏
編
円
商
務
印
書
館
刊
、
東
海
大
事
図
書

館
所
蔵
。
王
禎
a
に
比
べ
て
誤
字
が
少
な
い
。

〔
三
才
〕
円
明
・
王
折
編
『
三
才
園
舎
』
器
用
一
-
巻
所
引
逸
文
、
上
海
図
書
館
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蔵
明
寓
暦
王
恩
義
校
正
本
影
印
、
上
海
古
籍
出
版
社
、

統
と
し
て
は
王
禎
a
を
踏
襲
し
て
い
る
。

〔
天
野
校
〕
註
〈
2
X
3
)
掲
載
天
野
元
之
助
氏
著
書
。

〔
宋
校
〕
註
(
4
〉
掲
載
宋
兆
麟
氏
論
文
。

〔
閤
校
〕
註
(

4

)

掲
載
閣
文
儒
・
閤
高
石
氏
論
文
。

一
九
八
八
年
刊
。
系

〔
プ
諜
〕
旬
。
回

0
1
H
Z
2仏
『
曲
目
・

2
h
引の
L「
同
一
見
。
同

h
N
q
N
)
門

H
h
q
H
H
V
L
q
b同
J
H
O
H『

H
H
q
の
同
同
弓

h
・J

〈
o--
∞

回

o-omu、
田
口
品
回
目
。

-o岡山

g-
↓2
rロ
o-omア

司
氏
門
口
日
〉
同
門
戸
n
E
F
E円。

ru、
司
g
ロ
n
g
n曲一一回同

3
J
。
曲
目
「
ユ
仏

m
o
Cロヤ

〈
ぬ
円
回
目
門
司
可
円
。
白
血

H
由∞
A

F

唱司・]{∞
C
1
∞A
H

・

/ー、

¥J  

『
采
組
組
』
校
訂
文

来
粗
者
、
古
聖
人
之
作
也
、
自
乃
粒
以
来
、
至
於
今
、
生
民
頼
之
、
有
天
下
園
家
者
、
去
此
無
有
也
、
飽
食
安
坐
、
曾
不
求
命
稽
之
義
、
非

揚
子
所
謂
如
禽
者
郡
山
余
在
田
野
問
、
一
日
呼
耕
-UU
就
而
数
其
目
、
悦
若
登
農

g
r断
U
受
播
種
之
法
、
淳
風
詮
印
、
聾
竪
毛
髪
、
然
後
知

聖
人
之
旨
趣
、
朴
乎
其
深
哉
、
孔
子
調
吾
不
如
老
町
信
也
、
図
書
錆
』
未
報
担
、
以
備
遺
忘
、
且
-
無
一
悦
於
食
。

控
目
、
乗
組
、
農
高
ず
言
也
、
民
之
習
、
遁
謂
之
勅
午
、
副
合
而
篤
之
者
、
日
物
品
駒
山
田
翠
壁
、
断
木
市
魚
之
者
、
日
翠
底
、
日
産
錦
、
日
策

領
、
目
撃
箭
、
日
傘
韓
、
目
撃
補
、
日
翠
許
、
目
撃
建
、
日
翠
襲
、
木
興
証
一
九
十
有
一
事
、
耕
之
土
日
壊
、
壌
猶
塊
也
、
起
其
壌
者
鏡
也
、
覆

其
警
告
壁
也
、
草
之
生
必
布
子
壌
、
不
覆
之
、
則
無
以
絶
其
本
根
、
故
錘
附
一

r居
下
、
壁
恒
一
間
居
上
、
錘
表
上
利
、
壁
形
下
園
、
負
鐘
者
日

底
、
底
初
賀
子
鎗
中
、
工
謂
之
篭
肉
、
底
之
次
日
匪
鏡
、
背
有
二
孔
、
係
子
匪
鏡
之
雨
芳
、
鏡
之
次
日
策
領
、
言
其
可
以
拝
其
壁
也
、
皆
馳
然

相
船
山
自
策
領
、達
子
翠
底
、
縦
而
貫
之
臼
箭
、
前
如
掛
町
穆
者
日
韓
、
後
如
柄
而
喬
者
団
梢
、
韓
有
越
加
箭
可
弛
張
鷲
、
積
之
上
叉
有
如
槽

形
、
亦
加
箭
駕
、
刻
篤
紐
、
前
高
雨
後
庫
、
所
以
進
退
団
評
、
進
之
則
箭
下
、
入
土
也
深
、
退
之
則
箭
上
、
入
土
也
洩
、
以
其
上
下
類
綴
射
、

故
日
箭
、
以
其
洩
深
類
可
否
、
故
日
評
、
評
之
上
、
曲
市
衡
之
者
日
建
、
建
槌
也
、
所
以
梶
其
鞍
興
評
、
無
是
則
二
物
躍
而
出
、
箭
不
能
止
、

幻

〕

〔

お

〕

〔

則

的

〕

横
於
緩
之
前
末
日
襲
、
一
言
可
碍
也
、
左
右
繋
、
以
擢
乎
範
也
、
磁
之
後
末
日
梢
中
、
在
手
所
以
執
耕
者
也
、
聴
取
車
之
胸
、
梢
取
舟
之
尾
、
止

〔

お

〕

〔

Mmu

〔

幻

U

子

此

乎

、

鏡

長

一

尺

四

寸

、

贋

六

寸

、

壁

康

長

皆

尺

、

評

底

過

匪

鐘

二

尺

、

策

額

減

匪

鐘

四

寸

、

贋

狭

興

底
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微
楕
、
底
長
四
尺
、
贋
四
寸
、

〔

叩

岨

〕

〔

m
U
〕

問
、
箭
高
三
尺
、
評
尺
有
三
寸
、
繋
増
評
尺
七
吾
、
建
惟
稽
絶
、
鞍
修
九
尺
、
梢
得
其
半
、
騒
至
梢
中
間
掩
四
尺
、
翠
之
移
始
丈
有
二
、
耕
而



門

叩

〕

〔

出

〕

〔

日

記

〕

後
有
問
、
渠
疎
之
義
也
、
散
壌
去
斐
者
鷲
、
腿
而
後
碓
碍
駕
、
有
明
惨
磁
湾
、
自
腿
至
碓
碍
、
皆
有
歯
、
謬
確
組
稜
而
己
、
成
以
木
魚
之
、
堅
而

重
者
良
、

江
東
之
田
器
、
泰
於
是
、
来
組
組
終
駕
。

{校
註
]

〔
1〕

命

王

顧

a
は
「
名
」
に
作
る
。

〔
2
〕
楊
子
所
謂
如
禽

者
邪
こ
の
句
は
戦
闘
時
代
の
道
家
に
属
す
る
楊
朱

一一
阪
の
徹
底
し
た
逸
祭
主

義
を
禽
献
の
如
し
と
し
た
故
事
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
。
〔
3
〕
餅
虻
諸
木

は
「
耕
陀
」
に
作
る
。
北
田
氏
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
「
陀
」
は
陵
勉
蒙
が
自
己

の
荘
園
内
の
妊
客
に
針
し
て
し
ば
し
ば
用
い
た
呼
稿
で
あ
る
と
す
る
。
〔
4
〕

良
皐
紳
農
や
后
稜
等
の
問
従
業
一
刷
。
全
唐
は
「
良
資
」
に
作
る
。
〔
5
〕
庭

底
本
は
「
度
」
に
、
諸
本
は
「
庭
」
に
、
王
禎

a
b
は
「
底
」
に
そ
れ
ぞ
れ

作
る
。
諸
本
に
従
う
。
〔
6
〕
吾
不
如
老
段
『
論
語
』
子
路
篇
の
句
。

〔
7
〕
良

書

百

川

a
b
・
笠
津

c
・
設
資

・
五
朝

c
・
古
今

・
王
頑

a
b
・

三
才
・
天
野
校
は
「
州
政
」
に
作
る
。
〔
8
〕
冶
底
木
は
「
治
」
に
作
る
が

諸
本
に
嬢
っ
て
改
む
。
〔
9
〕
慾
鎗
諸
木
は
「
箆
鏡
」
に
作
る
。
通
常
、

慾
鏡
は
耕
起
し
た
土
壊
を
反
耐
押
さ
せ
る
簸
土
板
の
こ
と
で
、

忽
碗

(
怨
〉
と
も

相
制
さ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
は
後
文
か
ら
も
分
る
よ
う
に
慾
銭
に
作
る
の
が

正
し
い
。
諸
木
の
細
字
註
に
「
本
作
鎗
」
と
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
木
文
を
愁

銃
と
改
め
た
テ
キ
ス

ト
が
流
布
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
底
木
に
も
こ
の

細
字
註
が
有
る
の
は
、
註
を
残
し
た
ま
ま
後
人
が
本
文
を
校
訂
し
た
た
め
で
あ

ろ
う
。
〔
日
〕
金
諸
本
に
よ
り
こ
の
一
文
字
を
補
う
。
〔
孔
〕
臥
底

木
お
よ
び
諸
本
は

「
引
」
に
作
る
が
、
笠
淳

a
・
全
唐
に
楼
っ
て
改
む
。
王
統

瑚
校
訂

「
王
顧
問
肢
書
』
ハ
設
業
出
版
社
、
一
九
八
一
年
、
二

O
二
一
具
、
註
一
二
)

に
お
い
て
も

「
引
」

は
「
臥
」
に
作
る
べ
し
と
し
て
い
る
。
〔
ロ
〕
策
額

全
唐
は

「
策
額
」
に
作
る
。
「
領
」
は
「
額
」
の
本
字
。
閤
校
に
策
は
竹
簡
を

漣
ね
た
加
朕
の
意
で
、
整
壁
・
墜
銭

・
策
傾
の
三
つ
の
部
材
が

一
一
般
き
に
連
な

486 

っ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
こ
の
呼
務
が
生
じ
た
と
す
る
。
〔
日
〕
馳
然
王
一
服

b
の
細
字
註
に
「
他
品
陣
頭
切
、
物
相
漣
次
也
」
と
あ
る
。
〔
M
〕

戴

笠

淳

c
・
甫
塁
・
唐
叢

・
設
沓

・
百
川

a
b
-
古
今
・
五
朝
は
「
載
」
に
作
る
。

〔
日
〕
程
天
野
校
は
「
に
な
い
ぼ
う
」
、
プ
誇
は
「
車
軸
」
と
註
記
。
王
禎

a
b
・
三
才
は

『
周
陸
』
考
工
記

・
輸
入
の
僚
を
細
字
註
に
引
き
、
車
蓋
の
柄

が
揺
入
さ
れ
る
柱
欣
の
「
紅
」
と
す
る
。
紅
は
「
績
」
に
も
通
ず
る
の
で
天
野

設
に
従
う
。
〔
凶
〕
加
底
本

・
諸
本
は
「
如
」
に
作
る
。
前
文
に
「
鞍
有

越
加
箭
」
と
あ
り
、
こ
の
槽
炊
の
-
評
に
も
慾
箭
が
貫
く
の
で
あ
る
か
ら
、
王
禎

a
b
・
三
才
に
楼
っ
て
「
加
」
に
改
む
。
〔
ロ〕

庫

全

唐

・
五
朝
は
「
卑
」

に
作
る
。

〔
時
〕
深
、
退
之
則
箭
上
、
入
土
也
こ
の
九
文
字
は
底
本

・
津

逮

・
翠
津

・
吉
川

a
b
・
王
禎

a
b
・
三
才
に
の
み
有
り
。
〔
日
〕
縦
射

底
本

・
諸
本
は
「
激
射
」
に
作
る
。
天
野
校
の
「
照
準
慰
」
、
プ
-
謬
の
「
笥
の

調
整
具
」
に
従
い
「
激
」
を
て
(
イ
グ
ル
ミ
)
を
意
味
す
る
「
級
」
に
改
む
。

〔
却
〕
槌
底
本
は
「
鍵
」
に
作
る
が
王
繭

a
b
-
三
才
に
錬
っ
て
カ
ン
ヌ
キ

を
意
味
す
る
「
槌
」
に
改
む
。
〔
幻
〕
控
底
本
は
「
樫
」
に
作
る
が
天
野

校
に
従
い
「
牽
」
を
意
味
す
る

「
樫
」
に
改
む
。

〔
包
〕
梢
中
宋
校
は
撃

梢
に
裟
着
さ
れ
た
把
手
、
ブ
誇
は
整
梢
の
中
開
を
貫
い
た
較
の
先
端
(
把
手
粂

用
)
と
解
す
。
矢
野
校

・
悶
絞
は
「
後
末
日
梢
、
中
在
手
」
と
句
貼
を
打
ち
、

「
中
」
を
整
梢
に
装
着
さ
れ
た
「
小
木
柄
」
つ
ま
り
把
手
に
解
す
。
〔
幻
〕

取
諸
本
に
よ
り
こ
の
一
文
字
を
補
う
。
〔
M
〕
胸
底
本
は
「
智
」
に
作

る
が
、
諸
本
に
接
っ
て
正
佳
字
に
改
む
。
〔
お
〕
寸
底
本
は
「
才
」
に
作

る
が
諸
本
に
媛
っ
て
改
む
。
〔
お
〕
許
底
笠
湾

a
は
「
許
」
の
一
{
子
無

- 66ー



し
。
宋
校
も
こ
の
ニ
子
を
削
除
し
て
後
文
の
コ
一
寸
」
を
「
一
一
一
寸
」
に
す
べ
し

と
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
削
除
せ
ず
に
評
底
聞
の
長
さ
と
解
し
て
お
く
。

〔
幻
〕
額
王
禎
a
b
・
三
才
に
擦
っ
て
こ
の
一
文
字
を
補
う
。
〔
鎚
〕
建

惟
稽
紹
諸
本
は
「
惟
」
を
「
雄
」
に
作
る
。
ま
た
「
紹
」
は
笠
津
a
は
細
{
子

に
、
王
禎
a
・
三
才
は
細
字
註
で
コ
冗
注
紹
」
と
表
記
。
王
禎
b
は
こ
の
一
字

な
し
。
天
野
校
は
「
紹
」
の
一
字
を
削
除
し
て
「
大
い
さ
が
つ
り
あ
う
」
と
解

(
一
ニ
〉

『
采
括
経
』
全
課

来
組
は
往
昔
の
聖
人
の
制
作
に
か
か
る
も
の
で
、
穀
食
を
す
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
こ
の
方
、
人
々
の
生
活
は
農
作
物
に
依
存
し
て
い
る
。

す
る
が
、
こ
の
句
は
「
建
に
は
つ
り
あ
っ
た
規
定
の
寸
法
は
な
い
」
の
意
で
あ

ろ
う
。
〔
mm
〕
尺
底
本
は
「
九
」
に
作
る
が
諸
本
に
竣
っ
て
改
む
。

〔
叩
〕
渠
疎
『
方
言
』
俳
句
五
の

「
杷
」
の
解
説
に
「
宋
・
貌
之
閥
、
謂
之
渠

筆
、
或
謂
之
渠
疏
」
と
あ
る
。
〔
幻
〕
磁
底
本
は
「
毒
」
に
作
る
が
諸
本

に
竣
っ
て
改
む
。
〔
沼
〕
矧
底
本
は
「
服
」
に
作
る
が
諸
本
に
擦
っ
て
改

む。

天
下
園
家
を
治
め
る
者
は
、
こ
れ
無
く
し
て
統
治
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。
飽
食
安
坐
し
て
君
主
と
し
て
の
責
務
を
い
さ
さ
か
も
自
費
し
な
い

ょ
う
で
は
、
禽
獣
の
よ
う
に
安
逸
を
貧
っ
た
楊
朱
の
徒
と
饗
ら
な
い
で
は
な
い
か
。

の
)
農
民
に
躍
を
掛
け
、
し
ば
し
ば
彼
ら
の
仕
事
ぶ
り
を
見
聞
す
る
。
そ
れ
は
あ
た
か
も
(
紳
農
や
后
榎
な
ど
の
)
農
業
紳
の
園
聞
に
入
っ

て
、
栽
培
技
術
を
教
わ
っ
て
い
る
か
の
よ
う
な
錯
魔
に
囚
わ
れ
る
。
淳
風
が
そ
よ
そ
よ
と
吹
い
て
髪
を
な
び
か
せ
(
る
よ
う
に
教
化
が
自
然
に

浸
透
し
〉
、
そ
こ
で
は
じ
め
て
聖
人
の
意
園
が
い
か
に
敦
朴
で
深
い
か
を
察
知
し
た
。
孔
子
が
「
農
作
の
こ
と
に
つ
い
て
は
老
農
に
及
ば
な
い
」

と
語
っ
た
の
は
至
言
で
あ
る
。
そ
こ
で
『
乗
組
経
』
を
著
し
て
遺
忘
に
備
え
、
農
業
の
有
難
さ
を
膳
に
命
じ
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

『
采
相
経
』
に
言
う
、
来
紹
は
農
書
に
記
録
さ
れ
た
呼
稀
で
あ
っ
て
、
人
々
の
聞
で
は
俸
統
的
に
整
と
帯
さ
れ
て
い
る
。
鎮
材
か
ら
で
き
て

い
る
部
分
に
、
翠
鏡
(
ス
キ
サ
キ
〉
と
翠
壁
(
ス
キ
ベ
ラ
、
慾
鮮
、
援
土
板
〉
が
あ
り
、
木
材
か
ら
で
き
て
い
る
部
分
に
、
翠
底
(
イ
ザ
リ
、
笠
床
〉
・

匪
鏡
〈
ス
リ
ツ
ケ
)
・
策
領

・
隼
箭
(
タ
タ
リ
カ
夕
、
箪
桂
〉

・
翠
鞍
(
ト
リ
ク
ピ
、
ネ
リ
ギ
)
・
翠
梢
(
オ
イ
タ
テ
)
・
翠
許

・
愁
建

・
筆
集
(
ヒ
キ
ツ
ル
、

シ
リ
カ
セ
)
が
あ
る
。
つ
ま
り
撃
は
木
材
と
鯨
材
を
素
材
と
し
た
十
一
の
部
分
か
ら
成
っ
て
い
る
。
耕
起
さ
れ
る
べ
き
土
壊
を
壌
と
稿
す
る
。

壌
は
土
塊
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
壌
を
耕
起
す
る
の
は
翠
鏡
で
、
翻
轄
す
る
の
は
翠
壁
で
あ
る
。
雑
草
は
必
ず
壌
に
繁
茂
す
る
の
で
、
翻
轄
し

487 

私
は
農
村
に
住
ん
で
い
る
が

時
に
は
(
自
分
の
荘
園
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な
い
と
そ
の
木
根
を
根
絶
で
き
な
い
。
だ
か
ら
撃
畿
は
臥
し
た
形
で
下
部
に
、

ま
た
翠
壁
は
仰
向
け
の
形
で
そ
の
上
に
そ
れ
ぞ
れ
位
置
し
て
い

る
の
で
あ
る
。
翠
鎗
の
先
端
は
鋭
利
で
、
準
壁
の
形
は
一
端
が
園
弧
欣
に
な
っ
て
い
る
。
翠
畿
に
装
着
さ
れ
る
部
材
を
怒
底
と
稽
す
る
。
翠
底

工
匠
は
(
甲
羅
に
入
っ
た
亀
の
身
鐙
を
連
想
す
る
と
こ
ろ
か
ら
)
こ
れ
を
瞳
肉
と
稽
し
て
い
る
。
翠
底
の
次
は

(
和
平
壁
の
〉
背
面
に
は
二
つ
の
孔
が
有
り
、
(
こ
こ
に
縄
を
通
し
て
)
匪
鑑
の
南
端
に
縛
り
つ
け
翠
壁
を
固
定
す
る
。
(
塵
)

鐙
の
次
は
策
領
、
こ
れ
が
有
る
お
か
げ
で
墾
壁
が
保
護
さ
れ
る
。
(
惣
壁
・
匪
鍵
・
策
領
の
三
者
は
〉
い
ず
れ
も
順
序
よ
く
連
な
っ
て
い
る
。

先
端
が
担
(
捻
い
棒
)
の
よ
う
に
潤
曲
し
て
い
る
部
分
を
翠
轄
と
稿
す
る
。

が
惣
鏡
に
依
め
込
ま
れ
る
と
、

匪
鏡
で
あ
る
が
、

策
領
か
ら
和
平
底
ま
で
縦
に
貫
い
て
い
る
部
分
を
翠
箭
と
稿
し
、

後

部
の
柄
肢
の
高
く
な
っ
た
部
分
を
翠
梢
と
稽
す
る
。
翠
轄
に
は
柄
穴
が
有
り
、
こ
れ
で
惣
箭
の
緊
張
具
合
を
調
節
で
き
る
。
ま
た
翠
轄
の
上
に

は
槽
形
を
し
た
部
口
聞
が
装
着
さ
れ
て
い
て
、
や
は
り
翠
箭
に
調
節
を
加
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
部
品
は
階
段
肢
に
段
差
が
あ
り
、
前
が
高

く
て
後
が
低
く
、
前
後
に
進
退
で
き
る
こ
と
か
ら
(
勤
務
評
定
に
掛
け
て
)
評
と
稿
す
る
。
こ
れ
を
前
進
さ
せ
る
と
翠
箭
が
下
が
っ
て
入
土
角
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度
が
深
く
な
り
、
こ
れ
を
後
退
さ
せ
る
と
翠
箭
が
上
が
っ
て
入
土
角
度
が
浅
く
な
る
。
上
下
で
き
る
様
が
織
射
に
似
て
い
る
の
で
(
整
柱
の
こ

と
を
)
箭
、
ま
た
耕
深
を
調
節
す
る
様
が
(
評
定
の
)
可
否
に
似
て
い
る
の
で
(
槽
形
の
部
口
聞
を
)
評
と
そ
れ
ぞ
れ
稿
す
る
の
で
あ
る
。
勅
午
評

の
上
部
に
あ
っ
て
こ
れ
を
留
め
て
い
る
部
品
を
建
と
稽
す
る
。

建
は
縫
(
カ
ン
ヌ
キ
〉
の
意
で

翠
轄
と
許
と
を
固
定
す
る
働
き
を
す
る
。

ー」

れ
が
無
い
と
(
準
轄
と
評
の
〉
二
つ
の
部
品
は
が
た
が
た
し
て
ず
れ
て
し
ま
い
、
翠
箭
は
固
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
翠
轄
の
先
端
に
横
た

わ
っ
て
い
る
の
が
撲
で
あ
る
。
擦
の
語
義
は
〈
盤
旋
の
盤
に
通
じ
て
)
旋
轄
で
き
る
の
一
意
で
あ
る
。
そ
の
翠
撲
の
南
端
に
結
ば
れ
た
縄
が
都
で

牽
引
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
翠
轄
の
後
端
を
梢
中
(
ツ
夕
、
ツ
カ
ミ
、
把
手
)
と
稽
す
る
。

こ
れ
を
執
る
こ
と
に
よ
っ
て
撃
を
操
作
で
き
る
。
鞍
は

さ
な
が
ら
車
の
胸
部
に
、
梢
は
さ
な
が
ら
舟
尾
に
相
嘗
す
る
。
翠
の
構
造
に
つ
い
て
は
以
上
の
よ
う
な
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
翠
鐘
は
長
さ

一
尺

四
寸
、
幅
六
寸
。
翠
壁
は
幅
、
長
さ
と
も
に
一
尺
で
、
や
や
楕
固
形
肢
を
呈
し
て
い
る
。
翠
底
は
長
さ
四
尺
、
幅
四
寸
。
評
と
翠
底
聞
の
長
さ

は
匡
錘
よ
り
二
尺
長
い
。
策
領
の
長
さ
は
匪
鐘
よ
り
四
寸
短
く
、
そ
の
幅
は
翠
底
と
同
じ
。
惣
箭
は
高
さ
三
尺
、
評
は

一
尺
三
寸
、
整
撲
は
評

建
に
は
こ
れ
と
言
っ
た
規
定
の
寸
法
は
な
い
。
翠
較
の
長
さ
は
九
尺
、
物
午
檎
の
長
さ
は
そ
の
牢
分
と
す
る
。

よ
り
も
一
尺
七
寸
長
い
。

主忽
緩
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(
と
翠
箭
の
接
黙
)
か
ら
梢
中
ま
で
の
聞
の
長
さ
は
四
尺
で
、
翠
の
全
長
は
一
丈
二
尺
で
あ

る
。
翠
耕
の
後
に
腿
(
粗
〉
作
業
を
行
な
う
。
胞
と
は
渠
疎
(
マ
グ
ワ
〉
の
こ
と
で
あ
る
。
こ

れ
で
壌
(
土
塊
〉
を
粉
砕
し
て
刈
株
を
除
去
す
る
の
で
あ
る
。
限
作
業
の
後
に
確
躍
お
よ
び

謬
躍
を
か
け
る
。
胞
な
ら
び
に
確
碍
は
ど
ち
ら
も
歯
が
有
る
が
、
謬
確
に
は
稜
角
が
有
る
だ

け
で
あ
る
。

い
ず
れ
も
木
で
で
き
て
お
り
、
堅
く
て
重
い
も
の
が
良
い
。
江
東
地
方
の
農
具

唐代曲線整復原図(渡部作図)

は
以
上
述
べ
た
こ
と
に
蓋
き
る
。
こ
こ
に
『
采
組
経
』
を
書
き
終
え
る
。

以
上

『
采
組
組
』
に
つ
い
て
校
理
を
加
え
て
き
た
が
、

こ
の
曲
鞍
翠
の
最
大
の
特
色

し
か
も
揺
動
撃
で
あ
っ
た
こ
と
(
た
だ
し
税
畜
の
頭
数
に
つ
い
て
の

う
一
〉
轄
に
罰
し
て
翠
箭
を
上
下
に
ず
ら
し
、
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(
一
)
枠
型
撃
で
、

記
述
を
飲
い
て
い
る
〉
。

t主

こ
れ
を
整
評
と
建
と

を
用
い
て
固
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
翠
鎗
の
入
土
角
度
つ
ま
り
耕
土
の
深
浅
を
調
節
で
き

園版1

っ
こ
〉
片
側
に
援
土
す
る
惣
鱗
(
た
ぶ
ん
曲
面
筆
鋒
〉
を
備
え
て
い
た
こ
と
。
(
四
〉

従
来
の
長
直
轄
に
代
っ
て
短
曲
穏
を
採
用
す
る
こ
と
で
執
畜
の
牽
引
力
が
低
位
置
に
停
導
さ

(
5〉

れ
、
翠
が
所
定
の
深
度
で
水
卒
に
操
作
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
。
(
五
〉
水
田
の
精
耕

細
作
で
あ
る
耕
l
租

l
紗
耕
作
盟
系
の
中
で
、
こ
の
律
が
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
な
ど
で
あ

た
こ
と
。

る
。
た
だ
こ
こ
で
問
題
に
な
る
の
は
『
采
相
経
』
に
記
さ
れ
て
い
る
撃
の
寸
法
が
、
唐
代
の

大
尺
お
よ
び
小
尺
の
い
ず
れ
を
用
い
て
い
た
か
が
明
ら
か
で
な
い
こ
と
で
あ
る
。
天
野
氏
は

(

6

)

 

大
尺
〈

一
尺
を
二
九
・
四
四
に
換
算
)
を
適
用
し
て
お
り
、

こ
れ
で
計
算
す
る
と
懇
の
全
長
は

三
五
二
・
八
四

に
な
り
、
買
に

E
大
で
あ
る
。
多
く
の
研
究
者
は
唐
代
の
曲
藤
整
を
軌
畜
一
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頭
に
牽
引
さ
せ
た
と
考
え
て
お
り
、
私
も
質
際
に
中
圏
各
地
で
一
頭
曳
き
の
翠
を
多
く
見
て
き
た
が
、
こ
の
よ
う
に
長
大
な
惣
を
税
諸
国
一
頭
に

曳
か
せ
た
例
を
知
ら
な
い
。
そ
の
黙
に
つ
い
て
は
宋
兆
麟
氏
も
、
ま
た
最
近
、
曲
鞍
撃
の
機
能
に
つ
い
て
分
析
し
た
楊
後
核
氏
も
同
様
の
疑
問

(

7

)

(

8

)

 

を
提
示
し
て
い
る
。
い
ま
寓
園
鼎
氏
が
算
出
し
た
唐
小
尺
(
一
尺
が
二
四
・
六
四
)
で
換
算
す
る
と
二
九
五

・
二
四
と
な
る
。

こ
れ
で
も
ま
だ
大

き
い
と
い
う
印
象
を
受
け
る
が
、
そ
れ
が
適
正
で
あ
る
か
ど
う
か
の
断
定
を
下
す
資
料
が
無
い
の
で
疑
問
と
し
て
留
め
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

(
9
)
 

な
お
幽
穂
翠
が
ど
の
よ
う
な
翠
で
あ
っ
た
か
、
前
掲
の
『
采
組
経
』
の
記
述
、
宋
代
以
降
の
諸

「
耕
織
園
」

・
『
王
椋
農
書
』
お
よ
び
宋
兆
麟

・

閤
文
儒

・
閤
高
石

・
プ
レ
イ
(
司
・
回
日
巴
な
ど
の
諸
氏
の
研
究
に
基
づ
い
て
復
原
し
た
の
が
園
版
ー
で
あ
る
。

現
菅
か
ら
唐
代
に
か
け
て
の
筆
耕
固
の
検
討

唐
代
の
曲
磁
翠
の
成
立
事
情
を
知
る
に
は
、
そ
れ
よ
り
も
以
前
の
時
代
お
よ
び
同
時
代
の
具
世
的
惣
耕
闘
の
検
討
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
。

歴
代
の
惣
耕
闘
の
検
討
は
、
懇
の
構
造
や
耕
作
法
を
理
解
す
る
上
で
重
要
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
そ
こ
に
見
ら
れ
る
形
態
の
饗
化
は
他
地
域

と
の
農
耕
技
術
の
交
流
を
考
え
る
上
で
も
貴
重
な
指
針
を
わ
れ
わ
れ
に
興
え
て
く
れ
る
。
漢
代
の
整
耕
固
に
つ

い
て
は
す
で
に
前
稿
で
検
討
を

加
え
た
の
で
、
以
下
、
親
菅
時
代
か
ら
唐
代
に
か
け
て
の
惣
耕
固
と
関
連
の
耕
作
聞
を
検
討
し
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。
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事
例
一

甘
粛
省
河
西
地
方
出
土
説
菅

・
十
六
園
時
代
の
農
耕
固
壁
章
一
且
日
現
菅
時
代
は
中
原
地
方
が
相
次
ぐ
政
争
で
治
安
が
蹴
れ
、
比
較
的

政
情
の
安
定
し
た
河
西
地
方
に
難
を
避
け
て
多
く
の
人
々
が
移
住
し
、
こ
の
地
方
の
文
化
水
準
が
向
上
し
、
多
彩
な
壁
輩
墓
が
護
達
し
た
。
壁

(
叩

)

重
墓
は

一
九
五

0
年
代
よ
り
正
式
に
設
掘
が
開
始
さ
れ
、
現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
永
昌
豚
東
四
溝
、
張
披
豚
萌
撞
敬
子
灘
、

嘉
陥
開
市
新
城
・
牌

坊
梁

・
長
城
大
隊
、
沼
泉
腕
丁
家
間
-
w
住
家
南
漕

・
下
河
清
・
五
繍
河
・
石
廟
子
灘
、
玉
門
市
膳
馬
城
な
ど
の
各
地
か
ら
多
く
の
壁
重
墓
が
設

(

日

)

見
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
壁
霊
墓
の
特
色
は
時
壁
も
し
く
は
個
々
の
碍
の
表
面
を
白
く
化
粧
塗
り
し
た
上
に
達
者
な
筆
遣
い
で
描
重
着
彩

す
る
も
の
で
、

題
材
は
農
耕
闘
を
は
じ
め
と
し
た
各
種
の
生
業
、

(

ロ

)

の
屯
田
情
況
を
示
し
て
い
る
と
も
言
わ
れ
る
〉
な
ど
を
含
み
、

家
庭
生
活
・
娯
楽

・
軍
事
(
こ
と
に
嘉
陥
閥
三
貌
墓
の
屯
戯
曲
と
屯
墾
の
闘
は
曹
貌

併
停
園
等
の
宗
激
的
要
素
が
歓
落
し
て
完
全
な
風
俗
輩
に
な
っ
て
い
る
の
が
興
味
深



ぃ
。
こ
れ
ら
の
嘗
時
の
壁
重
群
は
河
西
一
待
で
共
通
し
た
風
格
を
具
え
て
お
り
、
系
統
を
同
じ
く
す
る
重
工
集
圏
が
活
躍
し
た
こ
と
を
う
か
が

(

日

)

わ
せ
、
次
代
の
唐
代
の
敦
煙
併
数
壁
重
等
の
架
橋
を
な
す
も
の
と
し
て
貴
重
で
あ
る
。

上
記
の
碍
壁
重
の
内
、
逸
早
く
一
般
に
公
開
さ
れ
た
の
は
嘉
陥
闘
の
も
の
の
模
潟
で
あ
る
。
こ
の
模
潟
は
一
九
七
五
年
に
、
わ
が
園
の
東
京

と
大
阪
の
高
島
屋
デ
パ
ー
ト
で
開
催
さ
れ
た
「
中
華
人
民
共
和
圏
漢
唐
壁
霊
展
」
で
展
覧
さ
れ
、
わ
れ
わ
れ
に
深
い
感
銘
を
興
え
た
。
近
年
、

(

M

)
 

嘉
陥
閥
壁
董
墓
に
つ
い
て
の
正
式
報
告
書
が
刊
行
さ
れ
農
耕
固
の
全
貌
が
お
お
む
ね
明
ら
か
に
な
っ
た
。
結
論
か
ら
先
に
言
う
と
、
貌
菅
・

十
六
園
時
代
の
河
西
地
方
の
撃
は
漢
代
の
華
北
一
帯
に
用
い
ら
れ
て
い
た
方
形
枠
型
翠
を
縫
承
し
て
い
た
。
こ
れ
に
は

一
牛
で
牽
引
す
る
墾
轄

(

日

〉

(

叫

山

〉

タ
イ
プ
の
翠
(
図
版
2
)
と
二
牛
で
牽
引
す
る
、
い
わ
ゆ
る
コ
一
牛
撞
横
式
」
の
和
平
が
見
ら
れ
(
闘
版
3
)
、
い
ず
れ
も
乾
地
農
法
用
の
典
型
的

(

口

〉

な
浅
耕
翠
で
あ
る
。
し
か
も
驚
い
た
こ
と
に
翠
耕
園
の
ほ
か
に
、
耕
起
し
た
土
塊
を
粉
砕
す
る
組
作
業
の
圃
(
閲
版
4
〉
、
覆
土
鎮
座
作
業
の
塘

(
叩
凶
〉

(ω
〉

地
園
(
図
版
5
)
、
そ
れ
に
和
平
で
作
篠
し
て
播
種
溝
を
こ
し
ら
え
、
そ
の
後
に
播
種
・
卒
擁
す
る
「
耕
(
耕
)
種
」
圃
〈
図
版
6
〉
ま
で
出
土
し

て
い
る
。
こ
れ
ら
の
農
耕
園
は
耕
l
粗
|
拐
の
乾
地
農
法
鏡
系
を
示
す
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
こ
れ
ら
の
耕
作
園
を
詳
細
に
検
討
し
た
天
野

氏
も
「
貌
・
菅
時
ま
ず
牛
翠
で
耕
起
し
、
相
で
土
塊
を
破
砕
し
、
擁
で
卒
摩
し
て
の
ち
、
整
で
播
種
溝
を
つ
く
っ
て
種
を
ま
き
、
梼
で
覆
土
・

鎮
座
す
る

「
保
塙
」
す
な
わ
ち
土
壌
水
分
の
蒸
散
を
可
及
的
に
抑
え
る
卒
う
ね
農
法
、
そ
し
て
耕
・
種
同
時

一
貫
作
業
が
、
こ
の
西
北
港
僻
の

(

初

〉

「
河
西
」
の
地
で
既
に
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
従
来
、
わ
れ
わ
れ
は
乾
地
農
法
鐙
系
の
知
識
に
つ
い
て
、
六
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世
紀
前
半
の
買
思
嵐
が
著
す
所
の
『
斉
民
要
術
』
か
ら
も
っ
ぱ
ら
得
て
き
た
。
だ
が
こ
こ
に
さ
ら
に
そ
れ
よ
り
二
世
紀
儀
も
遡
る
乾
地
農
法
盤

系
の
確
か
な
誼
擦
を
得
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

『
嘉
陥
闘
壁
重
墓
，護
掘
報
告
』
に
よ
る
と
園
版
6
の
翠
は
第
箭
(
整
柱
)
が
緩
を
突
き
抜
け
、

そ
の
翠
箭
の
途
中
に
斜
に
交
差
し
て
い
る
横

木
は
匪
鏡
の
機
能
を
な
す
も
の
で
あ
り
、
園
版
2
・
3
の
撃
と
は
異
な
る
と
し
て
い
る
。
し
か
し
私
が
考
え
る
と
こ
ろ
で
は
、
こ
の
横
木
は
園

版
2
・

mと
同
様
板
肢
の
援
土
板
で
は
あ
る
ま
い
か
。
ま
た
一
頭
の
牛
で
隼
・
組
・
糟
を
曳
か
せ
る
の
に
繋
駕
具
と
し
て
曲
師
が
普
及
し
て
い

た
こ
と
が
判
明
す
る
。

491 



ロL会
図版3 嘉~谷開 55売墓壁査中の

二牛燈領式枠型長床惣

図版5 酒泉石繭子灘壁査

墓の磯地作業図

図版2 嘉硲関6蹴墓壁設中の

一頭曳き枠型長床箪

図版4 嘉俗関6鋭墓壁鐙中の粗地

作業固

図版6 嘉俗関15虎墓霊登中の耕種問
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493 

図版8 遼寧省朝陽衰愛子東音壁鐙墓中 国版7 克孜爾(キジノレ〉千併洞

の整耕園 第175窟壁査中の整耕圏

図版10 康西社族自治区梧州

南朝墓出土和田模型

(一部復原)

園版9 康東省連懸出土西音律田和田模型

図版12 敦埋莫高窟第290窟の

北周時代の慾耕園
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図版11 侠西省三原出土唐代李喬墓

壁査中の傘耕闘



494 

事
例

(

氾

〉

新
彊
ウ
ィ
グ
ル
自
治
匡
拝
城
鯨
克
孜
爾
(
キ
ジ
ル
)
千
併
洞
一
七
五
窟
五日
代
惣
耕
園
壁
霊
(
岡
版
7
〉
一
天
山
山
脈
の
南
謹
、
庫
車
(
ク

開
盤
年
代
の
上
限
は
後
漢
時
代
で
下
限
は
宋

・
元
時
代

で
あ
る
。
音
代
に
開
撃
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
一
七
五
窟
の
南
道
壁
面
に
、
翠
耕
固
と
鍛
錨
(
ク
ワ
〉
を
用
い
た
農
作
業
園
が
描
か
れ
て
い
る
。

(

幻

〉

鍛
鎚
は
現
在
も
嘗
地
で
使
用
さ
れ
て
い
る
「
炊
土
鰻
」
と
稿
さ
れ
る
ク
ワ
と
金
く
鑓
り
が
な
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。
整
耕
固
に
つ
い
て
閣
文
儒

〈

お

)

氏
は
「
牛
耕
圏
中
の
幅
康
の
餓
錯
は
護
見
さ
れ
た
漢
代
の
鍛
鋒
に
比
較
的
類
似
し
て
い
る
」
と
述
べ
、
ま
た
王
畑
華
氏
は
「
こ
の
二
牛
撞
様
式

(
川

A
)

の
耕
作
固
は
同
時
期
の
嘉
陥
閥
壁
霊
墓
中
に
見
ら
れ
る
牛
耕
固
に
近
似
し
て
い
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
園
は
一
見
す
る
と
確
か
に
二
牛
で

曳
い
て
い
る
か
の
よ
う
に
見
え
る。

し
か
し
こ
れ
を
二
牛
撞
横
式
と
呼
ぶ
の
は
安
首
で
は
な
い
。
牛
は
二
頭
並
ん
で
い
る
が
、
質
際
に
翠
を
牽

チ
ャ
)
の
西
に
位
置
す
る
キ
ジ
ル
千
併
洞
は
敦
煙
の
千
例
洞
と
並
ん
で
有
名
で
あ
る
。

引
し
て
い
る
の
は
手
前
の

一
顕
で
あ
る
。
翠
を
執
畜
の
片
側
に
装
着
す
る
方
式
は
本
来
の
中
園
本
土
に
起
源
す
る
も
の
で
は
な
く
、
お
そ
ら
く

(お〉

は
酋
ア
ジ
ア
の
乾
燥
地
幣
で
の
方
式
が
侍
来
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
も
そ
も
こ
の
タ
l
リ
ム
盆
地
は
、
漢
人
の
入
植
が
開
始
さ
れ
る
以
前
に

(
M
m
)
 

は
、
イ
ン
ド

・
ア
l
リ
ア
系
の
言
語
ト
カ
ラ
語
を
話
す
人
々
が
、
あ
た
か
も
棋
を
打
ち
込
む
よ
う
に
嘗
地
方
に
進
出
し
て
お
り
、
育
代
に
お
い

- 74ー

て
も
彼
ら
の
活
躍
が
依
然
と
し
て
見
ら
れ
、
そ
れ
が
併
敬
壁
霊
の
片
隅
に
風
俗
霊
と
し
て
描
き
留
め
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

(

幻

)

事
例
三

遼
寧
省
朝
陽
鯨
蓑
蓋
子
東
広日
時
代
筆
耕
固
壁
董
(
図
版
8
ど
こ
の
壁
霊
墓
は
一
九
八
二
年
に
瑳
見
さ
れ
た
も
の
で
、
中
園
東
北
地

方
に
お
け
る
東
管
時
代
の
壁
童
基
と
し
て
は
珍
し
い
部
類
に
腐
す
る
。
壁
重
の
題
材
は
墓
主
像

・
出
猶

・
邸
宅
・
庖
厨

・
奉
食

・
宴
飲

・
牛

耕

・
四一紳

・
日
月
星
雲
な
ど
で
、
漢
代
の
重
像
墓
や
壁
量
一
一
旦
墓
と
世
間
る
と
こ
ろ
が
な
い
。
牛
耕
圃
は
剥
落
が
か
な
り
ひ
ど
く
準
み
、
檎
の
細
部
を

識
別
す
る
の
が
困
難
で
、
設
掘
者
は
次
の
よ
う
に
報
告
し
て
い
る
。
「
こ
の
圃
は
西
壁
の
禽
頂
部
に
描
か
れ
て
お
り
、
重
面
は
縦
三
八
四
×
横

七
二
四
、

墨
線
で
黒
く
縁
取
ら
れ
、
紅
色
と
黄
色
の
二
牛
が
惣
を
曳
い
て
耕
作
し
て
い
る
。
翠
を
操
作
し
て

い
る
人
物
は
丸
顔
で
、
黒
い
帽
子

を
被
り
、
襟
附
き
の
短
衣
を
着
用
し
て
い
る
。
襟
と
袖
口
は
黒
く
縁
取
り
さ
れ
、
腰
帯
を
し
長
袴
を
穿
き
、
左
手
に
翠
梢
を
持
ち
、
右
手
で
鞭

を
振
り
上
げ
牛
を
追
い
立
て
て
い
る
。
牛
の
前
に
立
つ
二
人
の
人
物
は
黒
色
の
帽
子
、
青
色
の
短
衣
を
着
用
し、

彼
ら
の
襟
と
袖
口
も
や
は
り

〈お〉

黒
く
縁
取
ら
れ
、
腰
帯
を
し
、
耕
作
を
手
助
け
し
て
い
る
か
の
よ
う
に
見
え
る
。
」



肝
心
の
翠
の
構
造
は
不
明
瞭
で
あ
る
が
、
描
重
の
残
存
部
分
を
丹
念
に
辿
っ
て
い
け
ば
、

定
が
つ
く
。
ま
た
鞍
は
二
牛
の
頭
に
差
し
渡
さ
れ
た
翠
衡
ま
で
達
し
て
描
か
れ
て
は
お
ら
ず
、
整
の
本
睦
の
部
分
の
と
こ
ろ
で
潤
曲
し
て
い
る

の
が
気
に
な
る
。
だ
が
嘗
初
は
整
衡
に
結
着
さ
れ
て
長
轄
に
描
か
れ
で
あ
っ
た
の
が
退
色
し
て
現
肢
の
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う

」
れ
が
枠
型
長
床
懇
で
あ
る
こ
と
は
容
易
に
推

か
。
こ
の
翠
耕
闘
を
見
て
す
ぐ
に
思
い
浮
べ
る
の
は
、
『
宵
民
要
術
』
耕
田
篇
に
引
か
れ
た
後
漢

・
雀
寒
撰
『
政
論
』
の
「
遼
東
翠
」
の
記
述

で
あ
る
。
こ
の
愁
耕
園
は
ま
さ
に
遼
東
和
午
の
記
述
と
照
合
さ
せ
て
考
え
る
べ
き
も
の
で
、
そ
れ
に
は

「今
(
雀
寒
が
活
飽
し
た
二
世
紀
中
葉
、
彼
は

一
人
将
て
耕

遼
東
太
守
を
経
歴
し
た
こ
と
が
あ
る
〉
、

遼
東
の
耕
翠
は
、
轄
の
長
さ
四
尺
、
週
碑
相
妨
ぐ
。
既
に
南
牛
を
用
い
、
商
人
之
を
牽
き
、

二
人
績
を
挽
く
。

し

一
人
下
種
し
、

一
日
に
織
か
二
十
五
畝
を
種
く
の
み
。
其
の
懸
絶
す
る
こ
と
此
の
如

凡
そ
雨
牛

・
六
人
を
用
い
て
、

し」

と
説
明
さ
れ
、
遼
東
翠
は
二
牛
で
税
引
す
る
轄
の
長
さ
が
四
尺
つ
ま
り

一
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
短
鞍
翠
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
意
蓋
子
翠

耕
固
の
翠
を
短
瞳
撃
と
断
定
す
る
な
ら
ば
、
雨
牛
の
前
の
二
人
の
人
物
が
『
政
論
』
の
「
雨
人
之
を
牽
き
」
の

一
簡
と
も
よ
く
合
致
す
る
よ
う

に
思
わ
れ
る
。
そ
れ
な
ら
な
ぜ
方
向
碍
換
が
便
利
な
短
鞍
撃
を
盛
宴
は
「
廻
轄
相
妨
ぐ
」
と
解
説
し
た

の
で
あ
ろ
う
か
。
天
野
氏
は
翠
床
が
長

(
m
m
)
 

い
も
の
だ

っ
た
に

違

い
な
か

っ
た
か
ら
と
説
明
し
て
い
る
が
、
こ
の

一
文
に
劃
し
て
買
思
醜
は

「今
(
六
世
紀
初
頭
〉
、
済
州
(
現
在
の
山
東
省
務

た

よ
り
以
西
は
猶
長
稼
翠

・
雨
脚
怒
を
用
う
。
長
職
は
卒
地
を
耕
す
に
向
可
な
る
も
、

山
澗
の
聞
に
於
て
は
則
ち
用
に
任
え
ず
、

‘一 75ー

南
地
方
一

得
)

且
つ
廻
碍
至
っ
て
難
し
く
、
力
を
費
や
し
、
未
だ
賢
人
の
蔚
撃
の
柔
便
な
る
に
若
か
ず
」
と
山
東
地
方
の
整
と
比
較
し
た
所
見
を
述
べ
て
い
る

か
ら
、
私
は
遼
東
撃
の
「
四
尺
」
と
い
う
翠
鞍
の
長
さ
に
い
さ
さ
か
疑
問
を
感
じ
て
い
る
。
な
お
買
思
鵡
の
言
う
蔚
翠
に
つ
い
て
は
、
漢
代
の

山
東
・
江
蘇
地
方
出
土
の
翠
耕
霊
像
石
を
前
稿
で
分
析
し
た
際
、
朝
鮮
の
停
統
翠
「
朱
鉦
(
ザ
ン
ギ
)
」
に
似
た
短
床
翠
も
し
く
は
無
床
翠
と
推

定
し
て
お
い
た
。
と
も
あ
れ
こ
の
壁
重
に
よ
っ
て
菅
代
の
遼
東
地
方
で
枠
型
長
床
撃
が
使
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
た
わ
け
で
あ
る
。

(

ぬ

)

事
例
四

贋
東
省
連
鯨
出
土
西
亙田
和平
田
祖
国
模
型
(
闘
版
9
ど
中
園
古
代
の
稲
作
技
術
水
準
は
、
一
時
期
文
献
記
録
上
の
「
火
耕
水
蒋
」
の

解
調
停
を
め
ぐ
っ
て
激
し
い
論
争
が
展
開
さ
れ
た
が、

そ
れ
と
は
別
に
快
西
南
部

・
四
川
・

貴
州

・
鹿
西

・
贋
東
な
ど
の
各
地
か
ら
漢
代
の
水
田

肢
池
模
型
が
多
く
瑳
見
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
確
か
な
謹
援
か
ら
嘗
時
の
稲
作
技
術
が
低
水
準
で
な
い
こ
と
が
分
か
り
、
わ
れ
わ
れ
は
こ
の
方
面
の

495 
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(
氾
〉

認
識
を
改
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
段
階
に
さ
し
か
か
っ
て
い
る
。
江
南
お
よ
び
嶺
南
地
方
の
水
田
撃
は
蒙
北
の
長
床
撃
が
早
く
か
ら
縛
用
導
入

さ
れ
て
い
た
ば
か
り
で
な
く
、
ま
た
杷
や
紗
と
い
っ
た
土
塊
を
破
砕
す
る
由
民
兵
も
乾
地
農
法
用
農
兵
か
ら
ア
イ
デ
ア
を
借
用
し
た
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。
こ
こ
に
取
り
上
げ
た
整
田
和
田
陶
製
模
型
は
水
田
耕
作
に
お
け
る
耕
|
組
|
紗
鐙
系
を
示
す
最
古
の
具
鐙
例
で
あ
る
。
出
土
地
貼
は

蹟
西
と
湖
南
に
郷
接
す
る
贋
東
省
連
牒
で
、
嘗
地
の
西
菅
碍
室
墓
を
護
掘
し
た
際
、
副
葬
品
の
中
か
ら
設
見
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
墓
前
時
の
銘
に

(
m
M
)
 

「
永
嘉
四
年
庚
午
歳
六
月
知
目
立
」
と
あ
る
か
ら
、
こ
の
墳
墓
は
西
暦
三

一
O
年
〈
西
菅
の
懐
一
帝
の
治
世
〉
に
造
成
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

私
は

こ
の
模
型
の
質
物
を
康
東
省
博
物
館
で
見
た
こ
と
が
あ
る
。
方
形
に
近
い
図
面
(
横
一
九
四

×
縦

二
ハ
・
五
佃
)
の
中
心
を
昨
で
二
分
し
、

一
方

に
翠
耕
作
業
、
も
う

一
方
に
制
作
業
を
示
す
模
型
が
配
置
さ
れ
て
い
る
。
水
田
の
四
隅
に
は
漏
斗
黙
の
器
具
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
田

の
濯
排
水
調
整
を
行
う
漏
水
兵
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
惣
の
形
吹
は

L
字
形
を
し
て
お
り
、
明
ら
か
に
長
床
翠
(
た
ぶ
ん
枠
型
慾
)
で
あ
る
。
し

か
も
牛

一
頭
に
曳
か
せ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
短
鞍
愁
で
あ
っ
た
と
断
定
で
き
る
。
粗
に
は
六
本
の
歯
が
つ
い
て
い
る
が
、
こ
れ
は
模
型
な
の

で
貫
際
の
も
の
よ
り
遥
か
に
歯
の
数
が
少
な
い
。
買
は
正
確
に
言
う
と
、
こ
の
由
民
具
は
「
紗
」
で
あ
る
。
現
在
で
も
中
園
の
農
村
で
は
水
田
の

- 76ー

土
塊
を
粉
砕
す
る
作
業
を
「
和
田
」
と
稿
し
て
お
り
、
こ
れ
は
租
お
よ
び
紗
の
い
ず
れ
で
も
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
た
め
農
具
「
紗
」

を

「
和
」
と
稿
す
る
地
域
も
あ
る
。
最
近
、
私
が
調
査
し
た
蹟
東
省
番
馬
鯨
鐘
村
で
は
水
田
の
整
備
に
和
平
と
紗
を
も

っ
ぱ
ら
使
用
し
、
江
南
地
方

の
水
団
地
帯
で
一
般
的
に
見
ら
れ
る
「
方
組
」
は
用
い
て
い
な
か
っ
た
。
も
し
こ
れ
が
博
統
的
な
方
式
で
あ
る
と
し
た
な
ら
、
度
東
地
方
で
は

四
世
紀
初
頭
以
来
、
全
く
同
様
の
農
具
鐙
系
を
採
用
し
て
稲
作
が
行
わ
れ
て
き
た
こ
と
に
な
る
。

(

お

)

-
一
読
に
は
箪
田
模
型
、

悶
版
印
)
が
、

こ
れ
と
類
似
し
た
和
田
模
型
(
横

一
八
四
×
縦
一
五
四
、

一
九
八

O
年
に
連
鯨
の
西
南
約

一
七

O
U
、
贋
西

社
族
自
治
匡
梧
州
倒
水
公
社
所
在
の
南
朝
碍
室
墓
か
ら
設
見
さ
れ
て
い
る
。
や
は
り
田
面
は
二
分
さ
れ
て
い
て
、
畔
の

一
隅
に
同
様
の
漏
水
兵

が
設
置
さ
れ
、
娩
畜
に
は
鼻
環
附
き
の
水
牛
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
水
牛
は
江
南
お
よ
び
嶺
南
地
方
で
今
日
に
お
い
て
も
最
も
普
通
に
見
ら
れ

る
軌
畜
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
こ
の
水
田
耕
作
の
耕
|
杷
|
紗
盟
系
は

六
世
紀
前
半
の
荊
楚
地
方
(
湖
北

・
湖
南
)
の
民
俗
を
記
し
た
宗
懐
の

『
荊
楚
歳
時
記
』
に
も

「
四
月
、

烏
有
り
、
獲
穀
と
名
づ
く
。
其
の
名
自
ら
呼
ぶ
。

農
人
、
此
の
鳥

(
の
鳴
く
)
を
候
ち
て
、
則
ち
整
・
杷
〈
H



組
)
も
て
岸
に
上
る
」
と
あ
る
か
ら
、

事
例
五

長
江
流
域
お
よ
び
以
南
の
基
本
的
な
水
田
耕
作
方
式
と
し
て
農
く
普
及
し
て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
。

(
引
品
〉

快
西
省
三
原
豚
唐
准
安
靖
王
李
蕎
墓
壁
重
中
の
翠
耕
園
(
図
版

u
y
こ
の
翠
耕
園
は
、

一
九
七
三
年
西
安
市
の
北
方
四

O
回
ほ
ど

の
三
原
鯨
李
書
墓
第
三
天
井
部
壁
重
中
か
ら
牛
一
頭
曳
き
の
二
脚
韻
園
、
牧
牛
園
等
と
共
に
護
見
さ
れ
た
。
本
一
室
吋
(
五
七
七
|
六
一
二
O
〉
は
唐
の

(

お

〉

高
祖
李
淵
の
堂
弟
(
い
と
ャ
乙
で
あ
る
の
で
、
こ
の
翠
耕
園
は
初
唐
時
代
に
属
す
る
。
護
掘
報
告
書
に
擦
る
と
「
墾
の
構
造
は
は
っ
き
り
し
て

い
る
。
翠
錯
は
ほ
ぼ
三
角
形
を
な
し
て
お
り
、
尾
端
の
雨
角
は
尖
り
雨
翼
肢
を
呈
し
て
い
る
。
こ
れ
は
河
南
三
門
峡
出
土
の
唐
代
錯
鋒
に
類
似

し
て
い
る
。

翠
梢
と
翠
底
は
別
れ
て
お
ら
ず
梢
の
末
端
は
濁
曲
し
て
直
接
翠
鐸
の
孔
内
に
揺
入
さ
れ
、
梢
の
上
端
に
は
横
木
の
把
手
が
あ
る
。

翠
鋒
の
向
っ
て
右
側
に
策
領
に
固
着
さ
れ
た
翠
壁
が
有
る
が
、
耕
深
を
調
節
す
る
翠
評
は
無
い
。
翠
直
轄
で
轄
の
長
さ
は
不
明
で
あ
る
が
、
二

牛
の
頚
に
差
し
渡
さ
れ
た
横
木
か
ら
推
し
量
る
な
ら
長
騒
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
白
下
の
と
こ
ろ
唐
代
の
「
牛
耕
圃
」
で
も
最
も
早
期
の
画
像
資

〈

お

〉

料
で
あ
る
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
直
鞍
と
す
る
の
は
曲
騒
の
誤
植
か
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
翠
が
長
曲
醸
の
無
床
翠
で
あ
る
の
は
注
目
に
値
す

る
。
つ
ま
り
閉
じ
洩
耕
撃
で
も
従
来
の
枠
型
長
床
翠
に
比
べ
て
よ
り
深
耕
が
容
易
で
あ
っ
た
に
相
違
な
く
、
畝
立
て
耕
作
用
に
使
用
さ
れ
た
と

〈

幻

)

考
え
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
整
箭
(
惣
桂
〉
の
無
い
翠
は
後
速
の
敦
埠
壁
室
一
且
中
の
耕
平
耕
固
で
言
及
す
る
よ
う
に
、
た
ぶ
ん
競
菅
南
北
朝
時
代
末
期

に
中
央
ア
ジ
ア
経
由
で
西
方
か
ら
俸
来
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
曲
鞍
の
採
用
は
前
述
の
遼
寧
省
童
肇
子
東
菅
時
代
牽
耕
圃
に
そ
の
形
跡
が

見
ら
れ
る
が
、
こ
の
李
蕎
墓
壁
重
が
最
も
早
期
の
確
貫
な
事
例
で
あ
る
。
曲
轄
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
翠
轄
の
末
端
と
傘
衡
と
の
聞
の
角

(

お

〉

度
傾
斜
が
緩
く
な
り
、
牛
に
か
か
る
負
携
を
軽
減
し
た
は
ず
で
あ
る
。
翠
稼
に
曲
木
を
用
い
る
瑳
想
は
唐
代
に
お
い
て
か
な
り
普
及
し
て
い
た

『
朝
野
余
載
』
巻
一
に
次
の
よ
う
な
話
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

-77ー

と
み
え
、

に
わ
か

貞
観
年
中
(
六
二
七
|
四
九
)
、
定
州
鼓
城
豚
(
現
在
の
河
北
省
菅
豚
)
の
人
説
全
、
家
富
め
り
。
母
、
忽
に
失
明
し
、
卜
者
王
子
貞
に
問
う
。

子
貞
、

震
に
之
を
卜
い
て
日
く
、
明
年
人
の
東
よ
り
来
た
り
、
主
円
衣
な
る
者
有
り
。
三
月
一
日
に
来
た
り
て
療
し
必
ず
愈
ゆ
、
と
。
時
に

む
か

至
り
て
一
人
の
青
き
紬
嬬
を
着
れ
る
を
候
い
見
て
、
迭
に
選
え
て
震
に
飲
食
を
設
く
。
其
の
人
日
く
、
僕
、
醤
を
解
さ
ず
、
但
だ
翠
を
作

と
。
斧
を
持
ち
て
舎
を
躍
り
翠
載
を
求
む
。
棄
の
曲
れ
る
枝
の
井
上
に
臨
め
る
を
見
る
。

497 

る
を
解
す
の
み
。
主
人
の
魚
に
之
を
作
ら
ん
、
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迭
に
研
下
す
る
や
、

其
の
母
の
雨
眼
燥
然
と
し
て
物
を
見
る
。

此
の
曲
桑
の
井
を
蓋
う
の
致
す
所
な

り
わ
れ
わ
れ
は
『
采
相
経
』
に
記
録
さ
れ
た
短
曲
線
の
前
段
階
と
し
て
長
曲
醸
の
普
及
を
考
慮
に
入
れ
て
お

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

敦埋壁査中のま容耕回の操主主方式と脱畜数

事
例
六
甘
粛
省
敦
憧
莫
高
窟

・
安
西
檎
林
窟
壁
霊
中
の
翠
耕
固

一
甘
粛
省
の
敦
憧
莫
高
窟
お
よ
び
安
西

橡
林
窟
壁
壷
中
に
、
南
北
朝
か
ら
五
代
・
宋
・
西
夏
時
代
に
か
け
て
の
農
耕
生
産
国
が
散
見
す
る
。
こ
の
方

面
で
の
初
期
の
報
告
に
は
金
続
献
・
王
静
如
氏
の
手
に
成
る
も
の
が
有
り
、
近
年
で
は
敦
埋
研
究
院
の
王
準

(

鈎

)

玉
氏
が
周
到
な
農
耕
園
の
組
合
調
査
報
告
を
設
表
し
て
い
る
。
現
在
の
段
階
で
は
王
進
玉
氏
の
調
査
報
告
書

が
最
も
多
く
の
和
平
耕
園
を
網
羅
し
て
お
り
、
北
周
か
ら
西
夏
時
代
ま
で
の
翠
耕
固
を
五
十
五
例
(
内
十
三
例

の
園
版
を
掲
載
〉
採
集
し
て
い
る
。
氏
の
「
農
作
園
調
査
表
」
に
依
接
し
て
、
制
作
時
代
・
操
整
方
式
お
よ
び

。。η' 

軌
畜
数
に
よ
っ
て
翠
耕
園
を
整
理
す
る
と
表
ー
の
よ
う
に
な
る
(
剥
落
が
ひ
ど
く
て
区
分
が
不
明
の
も
の
は
除
外

し
た
〉
。
王
氏
が
公
表
し
た
十
三
例
の
翠
耕
固
に
は
い
く
つ
か
の
タ
イ
プ
が
有
り
、
こ
こ
に
す
べ
て
を
列
翠

す
る
必
要
も
な
い
の
で
、
五
例
だ
け
を
劉
象
に
し
て
検
討
を
加
え
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

表1

第
一
は
莫
高
窟
第
二
九

O
窟
の
北
周
時
代
の
翠
耕
園
(
図
版
ロ
)
。
こ
の
翠
は
一
頭
曳
き
の
、

塑
床
に
は
非
常
に
大
き
な
翠
鋒
が
装
着
さ
れ
て
お
り
、

た
ぶ
ん
壁
鞍

本
来
は
翠
箭
(
懇
桂
)
の
描
か
れ
た
枠
型
長

床
塑
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
同
様
の
翠
は
莫
高
窟
第
二
六
九
窟
北
周
時
代
壁
霊
中
に
も
見
ら
れ
る
。
た
だ

し
こ
ち
ら
は
二
牛
撞
横
式
で
あ
る
。
敦
埋
壁
霊
中
の
愁
耕
固
で
は
こ
の
二
黙
が
最
も
古
く
、
撃
の
形
態
と
し

撃
で

て
は
貌
晋
時
代
の
嘉
陥
開
壁
重
に
見
ら
れ
る
タ
イ
プ
と
同
一
で
あ
る
。
そ
し
て
非
常
に
興
味
深
い
こ
と
は
、

唐
代
以
降
に
な
る
と
こ
の
地
方
の
壁
董
中
の
枠
型
長
床
翠
は
主
役
の
座
を
降
り
て
後
述
の
〈
整
型
の
箪
に
代
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図版14 敦埋莫高窟第108窟 図版13 敦僅莫高窟第445窟壁査中の曲線翠

の五代の翠耕園 (盛唐)

図版16 敦佳織林窟第25窟の 闘版15 敦a埠莫高窟第361窟の

中唐時代の1ft耕園 中唐時代の翠耕闘

園版18 藤井有都館所裁「南詔 図版17 上品蓮翠寺所議奈良時代詩本

図停』所載の筆耕園 『給因果経』所載の重注耕園
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ら
れ
て
い
く
。

(

ω

)

 

第
二
は
莫
高
窟
第
四
四
五
窟
の
盛
唐
時
代
の
惣
耕
図
(
悶
版
日
)
で
、
こ
れ
は
莫
高
窟
壁
輩
中
の
唯

一
の
曲
輯
和
平
固
と
し
て
、

経
』
の
曲
鞍
惣
よ
り
早
期
の
も
の
と
し
て
早
く
か
ら
注
目
を
集
め
て
き
た
。
こ
の
惣
は
長
曲
駿
な
の
か
短
曲
輯
な
の
か
定
か
で
な
い
が
、
轄
の

先
端
に
あ
る
模
様
を
慾
撲
に
見
立
て
る
と
短
曲
線
と
も
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
、
二
頭
の
醜
畜
に
こ
の
惣
撲
を
用
い
る
の
は
疑
問
が
有
る
の
で

断
定
は
控
え
て
お
く
こ
と
に
し
よ
う
。
策
領
は
翠
箭
を
貫
い
て
翠
鋭
か
ら
整
梢
に
伸
び
て
接
合
し
て
お
り
、
整
箭
は
轄
を
貫
い
て
い
る
。
ま
た

ま
た
『
乗
組

二
頭
の
頚
に
差
し
渡
さ
れ
た
二
重
相
は
漢
説
時
代
の
霊
像
に
見
え
る
単
純
な
整
衡
よ
り

一
段
と
進
歩
し
て
お
り
、
こ
う
し
た
タ
イ
プ
の
二
重
朝

(
H
U
)
 

は
「
ア
フ
ガ
ン
型
」
と
命
名
さ
れ
て
い
る
。

第
三
か
ら
第
五
ま
で
の
三
例
は
、
莫
高
窟
第

一
O
八
窟
(
図
版

u
、
五
代
)
・
同
第
三
六
一
窟
(
図
版
目
、
中
唐
)
・
検
林
窟
第
二
五
窟
(
図
版
目
、

中
唐
)
の
惣
耕
固
で
、

こ
れ
ら
は
一
頭
曳
き
川
比
較
惣
と
二
頭
曳
き
長
韓
翠
(
二
牛
痘
横
式
)
の
相
違
が
あ
る
も
の
の
、
そ
翠
型
の
無
床
翠
に
近
い

同
一
タ
イ
プ
の
塑
で
あ
る
。
王
進
玉
氏
が
掲
載
し
た
惣
耕
固
十
三
例
中

買
に
八
例
が
こ
の
タ
イ
プ
の
惣
で
(
盈
梢
縁
関
の
補
強
材
の
無
い
も

- 80ー

の
を
含
む
)
、

し
か
も
時
代
は
唐
代
か
ら
宋
代
に
ま
で
及
ん
で
い
る
。

か
つ
て
私
も
前
稿
に
お
い
て
、
こ
の
タ
イ
プ
の
翠
を
ス
タ
イ
ン
・
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
の
敦
伯
圧倒
重
か
ら
一
期
抽
出
紹
介
し
た
こ
と
が
あ
る
。
ま
た
李
書
墓
壁
霊
の
曲
鞍
惣
も
こ
の
タ
イ
プ
の
撃
で
あ
る
。
ア
ジ
ア
各
地
の
翠

を
賀
際
に
康
く
調
査
し
て
歩
い
た
麿
地
利
明
氏
の
研
究
を
参
照
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
翠
は
イ
ン
ド
整
の
回

1
2
タ
イ
プ
に
属
す
る
。
現
在
こ
の

タ
イ
プ
の
翠
の
分
布
は
局
地
的
で
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
、
西
ベ
ン
ガ
ル
の
一
部
を
含
む
イ
ン
ド
の
ア
γ

サ
ム
周
迭
と
パ
キ
ス
タ
ン
の
バ
ル

1
チ
ス

タ
ン
に
見
ら
れ
る
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
し
、
か

つ
て
は
イ
ン
ド
亜
大
陸
全
域
に
わ
た
っ
て
康
く
分
布
し
て
い
て
、
後
に
別
の
タ
イ
プ
の
傘
に
代

(

必

)

替
さ
れ
て
周
遊
の
準
型
の
漸
移
地
帯
に
貼
在
的
に
残
存
す
る
だ
け
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
も
し
こ
の
保
設
が
正
し
い

た
ぶ
ん
南
北
朝
末
期
以
降
に
こ
の
タ
イ
プ
の
イ
ン
ド
惣
が
中
央
ア
ジ
ア
経
由
で
イ
ン
ド
か
ら
中
園
に
俸
来
し
、
開
中
盆
地
に
ま

と
し
た
な
ら
、

で
達
し
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

事
例
七

〈
川
町
)

日
本
京
都
上
品
蓮
蓋
寺
所
臓
奈
良
時
代
篤
本
『
給
因
果
経
』
所
載
の
翠
耕
園
(
園
版
げ
ど
こ
の
『
鎗
因
果
控
』
は
繕
入
り
の

過



去
現
在
因
果
経
』
の
こ
と
で
、
そ
の
原
本
は
中
園
か
ら
請
来
さ
れ
た
ら
し
く
、
俸
存
の
寓
本
は
天
卒
勝
賓
年
間
ハ
七
四
九
|
五
七
〉
以
降
に
臨
模

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
現
在
は
断
巻
と
な
っ
て
諸
家
の
聞
に
分
散
所
有
さ
れ
、
翠
耕
圃
の
部
分
は
京
都
の
上
口
問
蓮
華
寺
に
所
臆
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
傘
耕
園
は
明
治
以
後
多
く
の
研
究
者
に
よ
っ
て
取
り
上
げ
ら
れ
、
正
倉
院
所
臓
の
「
子
日
手
辛
鋤
」
や
朝
鮮
の
停
統
撃
な
ど
と
関
係
づ
け

ら
れ
て
議
論
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
議
論
が
臨
模
の
そ
の
ま
た
臨
模
に
依
捜
し
て
行
わ
れ
た
た
め
、
問
題
は
諜
想
も
し
な
か
っ
た
方
面
に
護

展
し
て
い
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
れ
を
書
誌
同学
的
に
巌
密
に
分
析
し
原
貼
に
引
き
戻
し
た
の
は
河
野
通
明
氏
で
あ
る
。
河
野
氏
は
、
こ
の
傘
耕
園

(
μ
H
)
 

は
惰
代
も
し
く
は
唐
代
の
北
中
園
の
一
頭
曳
き
惣
耕
を
寓
し
た
も
の
で
、
わ
が
園
で
用
い
ら
れ
た
懇
で
は
な
い
と
の
剣
断
を
下
し
て
い
る
。
天

(

必

〉

野
氏
は
「
シ

l
ド
・
ボ
ッ
ク
ス
の
無
い
一
脚
績
を
想
わ
せ
る
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
私
は
固
版
M
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
翠
が
、
童
家
の
こ
の
方

面
の
知
識
不
足
に
よ
っ
て
不
正
確
に
描
か
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
ぃ
.
す
れ
に
し
て
も
こ
の
翠
耕
園
が
唐
懇
を
表
し
て
い
る
と
い

う
見
解
に
つ
い
て
は
賛
成
で
あ
る
。

事
例
八

- 81ー

(

必

〉

日
本
京
都
藤
井
有
鄭
館
所
競
潟
本
『
南
詔
園
停
』
所
載
の
翠
耕
園
〈
闘
版
M
)
二
」
の
『
南
詔
園
惇
』
は
も
と
清
宮
に
架
蔵
さ
れ
て

い
た
も
の
で
、
義
和
圏
事
件
の
時
に
八
箇
園
連
合
が
北
京
に
侵
入
し
た
際
、
圏
外
に
持
ち
出
さ
れ
所
蔵
者
を
縛
々
と
代
え
た
末
に
、
わ
が
園

の
藤
井
有
郷
館
に
牧
蔵
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
亡
佼
し
た
原
本
は
九
世
紀
末
に
描
か
れ
、
現
存
の
寓
本
は
早
期
の
忠
買
な
臨
模
と
考
え
ら
れ
て
い

(
U〉
る
。
雲
南
地
方
に
お
け
る
惣
耕
の
開
始
は
、
指
標
と
な
る
前
漢
時
代
石
築
山
遺
跡
出
土
の
遺
物
お
よ
び
そ
の
霊
像
中
に
ス
ペ
ー
ド
肢
の
鍵
(
鍬

の
一
種
〉
は
有
る
が
、
肝
心
の
傘
を
依
い
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
一
般
的
に
考
古
皐
者
の
聞
で
は
後
漢
時
代
以
降
に
撃
が
導
入
さ
れ
た
と
考
え

(

必

〉

ら
れ
て
い
る
。
こ
の
『
南
詔
園
俸
』
中
の
惣
耕
固
は
時
代
が
か
な
り
下
る
と
は
い
え
、
雲
南
地
方
最
古
の
関
連
固
像
資
料
な
の
で
、
は
な
は
だ

貴
重
で
あ
る
。
隼
の
形
態
は
翠
梢
と
惣
床
と
が
一
木
か
ら
成
っ
て
い
て
、
整
箭
が
較
を
貫
い
て
い
る
か
ら
枠
型
懇
で
あ
る
。
し
か
も
整
箭
の
先

端
に
は
『
采
相
経
』
に
言
う
と
こ
ろ
の
建
と
評
に
相
賞
す
る
部
材
が
装
着
さ
れ
て
い
る
の
が
興
味
深
い
。
和
平
箭
に
寄
り
掛
か
る
よ
う
に
し
て
傘

床
に
依
め
込
ま
れ
た
木
坂
は
接
土
板
で
あ
ろ
う
。
第
床
の
先
端
に
は

E
大
な
二
等
法
三
角
形
肢
の
鍛
鐸
が
装
着
さ
れ
て
い
る
。
執
畜
に
は
水
牛

が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
今
日
で
も
雲
南
地
方
で
は
水
牛
に
よ
る
執
翠
は
普
通
に
見
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
で
、
唐
代
の
繋
縛
が
著
し
た
『
蟹
書
』
巻
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七
に
竣
れ
ば

曲
州
・
靖
州
(
四
川
・

雲
南
・
貴
州
の
境
)
以
南

源
池
以
西
で
は
田
畑
輪
換
に
よ
る
稲
・
要
二
毛
作
が
行
わ
れ
、
そ
の
際

「
田

を
耕
す
毎
に
三
尺
の
撃
を
用
う
。
格

(
翠
衡
)
の
長
さ
は
丈
除
、

八
尺
、(ω) 

一
佃
人
采
を
乗
る
」
と
あ
る
よ
う
に
、
二
牛
三
人
で
操
作
す
る
翠
が
用
い
ら
れ
て
い
た
。
原
本
『
南
詔
園
博
』
の
成
立
と
焚
縛
の
活
躍

雨
牛
相
去
る
こ
と
七
、

一
佃
人
前
に
牛
を
牽
き

一
佃
人
翠
磁
を
持

按
し
、
の
年
代
は
ほ
ぼ
同
じ
こ
ろ
で
あ
る
か
ら
、
雨
者
は
同

一
タ
イ
プ
の
翠
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

以
上
、
八
つ
の
事
例
に
匿
分
し
て
都
合
十
七
黙
の
貌
音
|
唐
代
聞
の
整
耕
圃
関
係
資
料
を
検
討
し
て
き
た
。
こ
う
し
た
個
々
の
具
鐙
的
な
翠

耕
固
か
ら
江
東
の
曲
鞍
整
・
の
成
立
が
ど
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
か
、
以
下
の
章
で
整
理
し
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

四

曲
鞍
翠
の
成
立
に
つ
い
て

漢
i
唐
聞
の
惣
耕
園
を
概
観
し
て
気
づ
く
最
大
の
特
色
は
、
唐
代
に
て
整
型
の
イ
ン
ド
撃
が
中
央
ア
ジ
ア
経
由
で
導
入
さ
れ
た
に
も
か
か
わ

- 82ー

ら
ず
、
中
園
に
お
い
て
は

一
貫
し
て
枠
型
撃
が
優
越
的
位
置
を
占
め
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。
中
園
古
代
の
枠
型
撃
に
は
翠
梢
と
惣
床
と
が
別
木

か
ら
成
る
長
床
タ
イ
プ
の
も
の
と
、
雨
者
が
一
木
か
ら
成
る
無
床
翠
に
近
い
タ
イ
プ
の
も
の
と
が
有
り
、
い
ず
れ
も
翠
柱
を
具
備
し
て
い
る
と

こ
ろ
か
ら
穏
鍬
の
装
着
を
容
易
な
ら
し
め
、
す
で
に
漢
代
に
お
い
て
各
種
の
忽
鍛
の
出
現
を
見
る
に
至
っ
た
。
こ
の
土
壌
の
翻
轄
を
よ
り
数
率

よ
く
す
る
惣
餅
の
考
案
は
、

世
界
に
誇
る
こ
と
が
で
き
る
古
代
中
園
人
の
英
知
で
も
あ
る
。

ま
た
二
つ
の
タ
イ
プ
の
枠
型
翠
は
共
に
洩
耕
用

で

華
北
の
乾
燥
地
帯
で
今
日
に
至
る
ま
で
用
い
ら
れ
て
き
て
い
る
。

洩
耕
用
の
枠
型
翠
が
か
く
も
長
期
に
わ
た
っ
て
命
脈
を
保
ち
得
た
の

は
、
年
間
降
雨
量
が
極
端
に
少
な
い
嘗
地
方
で
は
、
保
津
防
皐
の
た
め
に
入
念
な
土
壌
慮
理
が
要
求
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
(
ち
な
み
に
華
北
地
方

の
年
開
卒
均
降
雨
量
は
四
O
O
J八
O
O
m
で
、
そ
の
大
半
が
夏
季
に
集
中
し
て
降
る
)
。

作
物
の
成
長
促
進
お
よ
び
雑
草
の

除
去
の
た
め
の
中
耕
が
、
ま
た
春
秋
に
は
播
種
用
の
水
分
確
保
の
た
め
の
春
耕
と
秋
耕
が
そ
れ
ぞ
れ
必
須
で
、
そ
の
方
法
は
表
土
を
鋤
で
丹
念

に
耕
す
か
、
翠
で
浅
く
起
こ
し
、
そ
の
土
壌
を
組
、
勝
お
よ
び
穂
で
撹
持
鎮
座
し
て
土
中
の
毛
細
管
現
象
を
遮
断
し
て
や
る
も
の
で
、
こ
れ
ら

こ
と
に
夏
季
に
は
保
調
停

の
措
置
は
地
上
に
降
る
雨
浮
を
で
き
る
だ
け
土
中
に
封
じ
込
め
て
し
ま
お
う
と
す
る
努
力
の
現
れ
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

『
斉
民
要
術
』
巻
頭
雑



(
掛
)
は
再
な
る
を
欲
す
L

、

せ
ま

耕
田
篇
の
「
凡
そ
秋
耕
は
深
き
を
欲
し
、
春
(
耕
)
夏
(
耕
〉
は
洩
き
を
欲
す
。
撃
は
廉
き
を
欲
し
、
第

さ
ら
に
は
『
王
積
農
書
』
所
引
『
種
蒔
直
読
』
中
の
「
翠
一
組
六
」
と
い
っ
た
農
諺
は
、

い
ず
れ
も
耕
|
粗
|

読
の
「
鋤
頭
に
三
寸
の
津
あ
り
一
、

締
盟
系
の
乾
地
農
法
を
買
に
う
ま
く
言
い
得
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
乾
地
農
法
の
盟
系
は
嘉
陥
閲
壁
置
に
額
著
に
表
現
さ
れ
て
お
り
、

石
に
も
そ
の
片
鱗
が
見
ら
れ
る
。

ま
た
前
稿
で
紹
介
し
た
山
東
省
膝
瞬
出
土
の
後
漢
時
代
重
像

つ
ま
り
華
北
乾
燥
地
帯
の
耕
1

粗
l
締
盟
系
は
六
世
紀
の
買
思
疎
の
『
宵
民
要
術
』
の
記
述
を
待
つ
ま
で
も

な
く
、
す
で
に
漢
代
に
は
完
成
し
て
早
期
に
こ
の
技
術
鐙
系
が
江
南
お
よ
び
嶺
南
の
水
田
地
帯
に
導
入
さ
れ
、
耕
l
杷
l
紗
盟
系
に
改
饗
受
容

さ
れ
て
い
っ
た
と
推
定
で
き
る
。
そ
の
時
期
は
後
漢
末
か
ら
貌
菅
南
北
朝
に
か
け
て
の
人
口
移
動
の
激
し
い
混
範
期
に
、
瞬
く
聞
に
康
が
っ
て

い
っ
た
に
相
違
な
い
。
と
い
う
の
は
贋
東
や
康
西
で
出
土
し
た
園
版

9
-mの
怒
田
祖
国
模
型
が
そ
の
こ
と
を
よ
く
も
の
が
た
つ
て
お
り
、
漢

代
の
肢
池
稲
田
模
型
を
多
く
出
土
す
る
四
川
・

貴
州
地
方
の
例
に
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
少
数
民
族
が
錯
居
す
る
地
帯
で
の
こ
う
し
た
農
耕
模

- 83ー

型
副
葬
品
は
、
嘗
時
の
文
化
水
準
の
優
越
を
誇
示
す
る
意
味
で
随
葬
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ

た
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
渡
部
忠
世
氏
が
「
イ
ン
ド

ス
キ
に
し
ろ
シ
ナ
ス
キ
に
し
ろ
、
本
来
は
畑
地
の
道
具
で
す
。
こ
れ
が
水
田
に
庭
用
さ
れ
た
の
が
ガ
ン
ジ
ス
の
中
流
と
、
揚
子
江
の
中
・
下
流

の
地
域
だ
と
思
う
の
で
す
が
、
雨
方
と
も
、
そ
れ
ま
で
の
東
豆
半
月
弧
な
り
原
農
耕
圏
か
ら
ひ
ろ
が
っ
た
稲
作
か
ら
見
ま
す
と
、
破
格
に
卒
坦

(
印
)

な
贋
い
地
域
で
取
り
入
れ
ら
れ
た
わ
け
で
す
」
と
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
華
北
の
枠
型
翠
こ
と
に
長
床
牽
タ
イ
プ
の
も
の
は
、
水
田
に
お
け

る
安
定
性
の
良
さ
も
手
停
っ
て
、
江
南
か
ら
嶺
南
に
か
け
て
延
々
と
績
く
慶
大
な
卒
坦
地
に
抵
抗
な
く
受
容
さ
れ
て
い
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

曲
鞍
撃
も
改
良
さ
れ
た
枠
型
長
床
撃
の
一
種
で
、
従
来
は
こ
れ
が
江
東
地
方
で
濁
自
に
考
案
さ
れ
た
と
思
わ
れ
て
き
た
が
、
質
際
に
陸
盆
蒙

の
『
来
栢
経
』
成
立
以
前
の
和
平
耕
固
お
よ
び
文
献
史
料
を
検
討
し
て
み
る
と
、
曲
鞍
の
出
現
は
そ
れ
よ
り
蓬
か
に
古
い
。
ま
た
園
版
日
の
敦
埋

英
高
窟
壁
豊
中
の
惣
耕
固
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
盛
唐
時
代
の
完
全
な
曲
鞍
翠
の
園
像
が
現
在
ま
で
俸
わ
っ
て
い
る
。
た
だ
し
こ
の
タ
イ
プ
の

和
平
が
嘗
地
方
で
主
流
だ
っ
た
と
は
思
わ
れ
な
い
。
け
れ
ど
も
『
乗
組
経
』
撰
述
以
前
の
曲
鞍
懇
成
立
を
明
示
も
し
く
は
暗
示
す
る
資
料
は
、
華

北
に
存
在
し
て
江
南
に
は
無
い
。
わ
ず
か
に
残
さ
れ
た
資
料
で
結
論
を
導
く
の
は
危
険
で
あ
る
が
、
す
で
に
古
く
よ
り
長
江
流
域
の
水
団
地
帯

503 



504 

に
定
着
し
た
乾
地
農
法
用
の
直
線
枠
型
長
床
翠
に
、

唐
代
初
期
に
北
方
で
新
た
に
改
良
普
及
を
み
た
幽
轄
の
技
術
が
江
南
地
方
に
停
播
し
、

『
采
組
経
』
に
言
及
さ
れ
て
い
る
江
東
の
曲
線
翠
が
誕
生
し
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

『
来
組
経
』
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
曲
轄
惣
は
現
在
の
曲
線
翠
に
比
べ
て
寸
法
が
大
き
す
ぎ
る
嫌
い
が
あ
る
。
だ
が
長
さ
三
尺
の
翠
撲
に
言
及

し
て
い
る
か
ら
、
た
ぶ
ん
一
頭
の
税
畜
に
牽
引
さ
せ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
熊
代
幸
雄
氏
の
見
解
に
よ
れ
ば
、
中
園
の
曲
報
整
の
最
大
の
特

(
一
〉
曲
轄
を
採
用
す
る
と
同
時
に
繋
駕
具
の
改
良
を
達
成
し
た
搭
動
撃
で
あ
る
こ
と
、

(
二
)
擁
土
放
果
を
著
し
く
高
め
る
曲
面
鋭

色
は
、
を
早
期
に
採
用
し
た
こ
と
の
こ
貼
に
要
約
で
き
る
と
し
て
い
る
。

そ
し
て
さ
ら
に
翠
研
究
の
第
一
人
者
レ
ー
ザ
ー

(
E
C
-
Z
B乙
の
読
を
紹

(

日

〉

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
十
八
世
紀
に
極
東
か
ら
こ
の
技
術
が
導
入
さ
れ
て
農
業
改
革
が
開
始
さ
れ
た
と
述
べ
て
い
る
。
曲
鞍
翠
が
世
界
の

耕
翠
史
の
上
で
果
し
た
役
割
は
、
ま
こ
と
に
大
き
か
っ
た
の
で
あ
る
。

介
し
て
、

五

む

す

び

-84ー

中
園
農
業
技
術
護
達
史
上
、
曲
韓
翠
の
出
現
は
特
筆
す
べ
き
出
来
事
で
あ
っ
た
。
こ
の
タ
イ
プ
の
整
が
東
ア
ジ
ア
、
こ
と
に
日
本
に
輿
え
た

(

臼

〉

影
響
は
大
き
い
。
ま
た
十
七
l
十
八
世
紀
に
華
僑
が
こ
の
翠
を
東
南
ア
ジ
ア
に
導
入
し
た
こ
と
も
判
明
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
中
園
古
代

の
耕
惣
史
を
跡
。
つ
け
る
の
は
容
易
な
こ
と
で
は
な
い
。
前
述
の
偲
読
を
検
誼
す
る
に
は
耕
地
制
度
の
嬰
遷
、
中
園
に
現
存
も
し
く
は
現
在
も
使

用
さ
れ
て
い
る
俸
統
的
な
惣
と
閥
連
農
具
の
網
羅
的
な
調
査
、

お
よ
び
出
土
し
た
整
先
や
翠
鮮
な
ど
の
分
析
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
わ
が
園
で
は

天
野
元
之
助
氏
が
こ
の
方
面
の
こ
と
を
精
力
的
に
進
め
て
く
れ
た
が
、
氏
の
逝
去
後
さ
ほ
ど
研
究
が
進
展
し
た
と
は
思
え
な
い
。
中
園
で
も
北

京
の
農
業
博
物
館
を
中
心
に
し
て
多
く
の
中
圏
在
来
翠
の
牧
集
に
努
め
て
い
る
が
、
中
圏
内
で
の
情
報
交
換
が
不
充
分
な
せ
い
か
、
ま
だ
中
圏

在
来
撃
分
布
圃
は
完
成
し
て
い
な
い
。
私
は
曲
輯
和
平
の
問
題
を
主
と
し
て
園
像
資
料
か
ら
分
析
し
た
が
、
今
後
は
農
業
経
済
史
・
民
族
皐
・
民

具
皐
等
の
方
面
か
ら
幅
贋
く
検
討
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
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註
J

(

1

)

北
田
秀
人
「
九
世
紀
江
南
の
陸
勉
蒙
の
荘
園
」

『(
日
野
開
三
郎
博

土
煩
欝
記
念
論
文
集
〉
中
園
祉
曾
・
制
度
・
文
化
史
の
諸
問
題
』
中
図

書
広
、
-
九
八
七
年
。
ま
た
大
津
正
昭
氏
も
ト
l
マ
ス
・
テ
ィ
ロ
氏

(、H
，F
O
B
曲
師
、
H

，
Z
。
)
の
『
来
紹
経
』
研
究
d
-
o
ω
n
Z
5
5
B

2
7
M
m
(円
、
包
師
王
国
間
〉
ロ
ロ
仏
内
古
田
〈
2
F巴
Z
広

H
r
B
臼
〈
O
『
同
曲
師
師
。
『
臼

F
g
O
巳
目
。
ロ
問
自
『
問
、
E
L
4
1『gnrH凶『ぺ・

之ab
h
叫40
H
N
H
L
閃
弓
叫
4
h
-

』いL
「
句
。
同
旬
、
。
同
句
。
同
門
、
足
。
同
町
弓
・
3

〈
戸
沼
∞
0
・
回
日
ロ
ロ
・
を
紹

介
し
な
が
ら
、
陸
勉
蒙
の
妊
闘
経
営
の
舞
妥
と
な
る
江
南
の
稲
作
経
営

を
考
察
し
て
い
る
〈
「
唐
代
江
南
の
水
稲
作
と
経
営
」
、
中
園
史
研
究
曾

編
『
中
園
史
像
の
再
構
成
|
園
家
と
農
民
|
』
文
理
閣
、
一
九
八
一
一
一

年
〉
。
陸
亀
蒙
の
停
記
史
料
に
つ
い
て
は
、
小
川
環
樹
編
『
唐
代
の
詩

人
ー
そ
の
俸
記
|
』
(
大
修
館
書
応
、
一
九
七
五
年
)
の
中
島
長
文
氏

執
筆
陸
亀
蒙
俸
の
僚
を
参
照
の
こ
と
。

(
2
〉
王
銃
瑚
『
中
園
農
民
平
書
録
』

農
業
出
版
社
、
北
京
、
一
九
七
九
年
、

五
O
|
五
一
一
良
。
天
野
元
之
助
『
中
園
古
農
書
考
』
龍
渓
書
合
、
-
九

七
五
年
、
五
四
頁
。
い
ず
れ
も
『
四
庫
全
書
徳
目
提
要
』
の
「
唐
・
宋

の
肇
文
志
、
皆
載
せ
ず
。
陳
振
孫
の
書
録
解
題
に
始
め
て
{
僚
を
出
し

て
よ
り
、
一
意
う
に
宋
末
に
乃
ち
別
に
行
な
わ
る
」
と
い
う
記
事
に
依
接

し
て
い
る
が
、
現
行
の
『
直
祷
書
録
解
題
』
に
は
『
莱
組
経
』
は
著
録

さ
れ
て
い
な
い
ば
か
り
で
な
く
、
関
連
記
事
の
掲
載
は
な
い
。
あ
る
い

は
元
朝
時
代
以
降
に
皐
濁
に
流
布
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
も
し
れ
な

(

3

)

天
野
元
之
助
『
中
園
農
業
史
研
究
(
増
補
版
〉
』
御
茶
の
水
書
房、

一
九
八
一
年
、
七
六
七
|
七
二
頁
。

(
4
〉
註
(
2
X
3
〉
前
掲
天
野
氏
著
書
、
お
よ
び
宋
兆
麟
「
唐
代
曲
線
惣
研

究
」
『
中
園
歴
史
博
物
館
館
刊
』
線
第
二
期
、
-
九
七
九
年
、
閤
文

儒
・
閣
高
石
「
唐
陸
亀
蒙
《
采
相
経
》
注
樟
」
『
中
園
歴
史
博
物
館
館

刊
』
線
第
二
期
、
-
九
八
O
年
。

(
5
〉
こ
の
貼
に
つ
い
て
は
楊
策
核
「
曲
線
整
新
探
」
『
農
業
考
古
」
{
九

八
八
年
第
二
期
を
多
照
。

(

6

)

停
存
お
よ
び
出
土
の
唐
代
の
-
尺
物
差
は
二
九
・
三
J
三
二
山
。
郎

隆
・
他
編
著
、
山
田
鹿
児
・
浅
原
達
郎
誇
『
中
園
古
代
度
量
衡
圃
集
』

み
す
ず
書
房
、
一
九
八
五
年
、
三
六
頁
以
下
。

(
7
〉
註
(
5
〉
前
掲
揚
氏
論
文
。

(
8
〉
世
間
園
鼎
「
唐
尺
考
」
、
中
園
農
業
科
察
院

・
南
京
農
民
平
院
中
園
農
業

遺
産
研
究
室
編
輯
『
農
史
研
究
集
刊
」
第
一
加
、
科
皐
出
版
社
、
一
九

五
九
年
。

〈
9
〉
諸
「
耕
織
園
」
中
の
筆
耕
固
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
中
園
農
書
「
耕

織
圃
」
の
流
俸
と
そ
の
影
響
に
つ
い
て
」
『
東
海
大
皐
紀
要
(
文
皐

部
)
』
第
四
六
輯
、
-
九
八
六
年
を
参
照
。

(
叩
)
早
期
の
愛
掘
報
告
に
甘
繍
省
文
物
委
員
舎
「
酒
泉
下
河
清
第
一
一
蹴
墓

和
第
十
八
貌
墓
愛
掘
側
報
」

『文
物
』
一
九
五
九
年
第
一
O
期
が
あ

る。

(
江
)
文
物
編
輯
委
員
曾
編
『
文
物
考
古
工
作
三
十
年
』
文
物
出
版
社
、

北

京
、
一
九
七
九
年
、
一
四
七
|
四
八
頁
(
関
野
雄
監
誇
『
中
園
考
古
泉

三
十
年
』
卒
凡
祉
、
一
九
八
一
年
、
一
四
八
頁
)
。

(
ロ
)
陳
昌
遠
「
関
子
嘉
陥
関
軸
翌
日
墓
室
壁
輩
的
幾
笛
問
題
」

通
訊
』
一
九
八
O
年
第
一
期
。

- 85ー

『
河
南
文
博
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〈
日
)
張
朋
川
「
河
西
出
土
的
漢
耳
目
給
設
筒
述
」
『
文
物
』
一
九
八
七
年
第

六
期
、
お
よ
び
甘
粛
省
博
物
館

・
嘉
附
閥
市
文
物
管
理
所
「
嘉
硲
閥
貌

呂田基
室
堅
持
問
問
題
材
和
議
術
債
値
」

『
文
物
』

一
九
七
四
年
第
九
期
を

参
照
。

(
日
比
)
甘
粛
省
文
物
除
・
甘
粛
省
博
物
館
・

嘉
陥
関
市
文
物
管
理
所
編

『嘉

俗
開
壁
謹
墓
設
掘
報
告
』
文
物
出
版
社
、
北
京
、
一

九
八
五
年
。
概
要

を
記
し
た
図
録
と
し
て
は
、
張
朋
川
・
張
費
裏
編
者

『嘉
硲
関
貌
耳
目
墓

室
壁
謹
』
人
民
美
術
出
版
社
、
北
京
、
一
九
八
五
年
が
、
ま
た
壁
鐙
に

見
ら
れ
る
柴
田
帥
に
つ
い
て
の
報
告
書
と
し
て
、
牛
龍
葬
『
戸
湯
船
関
貌
耳
目

墓
時
壁
讃
雌
京
総
考
』
甘
粛
人
民
出
版
社
、

蘭
州
、
一
九
八

O
年
が
あ

る
。
以
上
は
一
挽
墓
か
ら
八
鋭
墓
ま
で
の
報
告
で
、
そ
れ
以
外
の
墳
墓

の
報
告
に
嘉
俗
関
市
文
物
管
理
所
「
嘉
陥
開
新
成
十
二
・
十
三
鋭
縫
像

碍
墓
褒
掘
簡
報
」

『
文
物
』

一
九
八
二
年
第
八
期
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の

報
告
お
よ
び
註
(
ロ
〉
前
掲
論
文
に
よ
る
と
、
こ
れ
ら
の
墳
墓
は
曹
貌
か

ら
西
育
時
代
の
も
の
で
、
一
一
蹴
墓
か
ら
墓
主
の
姓
名
「
段
清
」
が
夜
見

さ
れ
て
い
る
。
段
氏
は
こ
の
時
代
の
蛍
地
方
に
お
け
る
著
姓
で
も
あ

る。

(
日
)
註
(
M
〉
前
掲
報
告
書

『
嘉
船
関
壁
登
墓
愛
掘
報
告
』

所
枚
岡
版
四
三

-

一
の
六
放
基
慾
地
闘
よ
り
摘
き
起
こ
す
。

〈
日
川
〉
一
九
七
五
年
高
島
屋
開
催

「
中
華
人
民
共
和
図
漠
唐
閲
壁
蓋
展
」
カ

タ
ロ
グ
所
牧
六

O
闘
の
嘉
陥
閥
五
蹴
墓
前
室
東
壁
側
第
三
層
の
整
地
図

よ
り
姶
き
起
こ
す
。

(
げ
〉
前
掲
カ
タ
ロ
グ
所
枚
七
八
闘
の
嘉
硲
閥
六
挽
墓
前
室
南
壁
東
側
第
五

居
の
絢
地
闘
よ
り
描
き
起
こ
す
。

(
叫
凶
〉
註
(
臼
〉
前
掲
張
朋
川
氏
報
告
書
所
牧
の
酒
泉
豚
石
廟
子
灘
壁
歪
墓
野

埴
沼
地
図
よ
り
描
き
起
こ
す
。

(
M
M

〉
註
(
日
山
〉
前
掲
カ
タ
ロ
グ
所
枚
三
四
闘
の
一
一
蹴
墓
前
室
四
壁
北
側
第
四

層
の
耕
種
間
よ
り
描
き
起
こ
す
c

(
初
)
天
野
元
之
助
「
後
貌
の
買
思
鶴
『
湾
民
要
術
』
の
研
究
」
『
中
園
の

科間際
?と
科
皐
者
』
京
都
大
同
学
人
文
科
摩
研
究
所
、
一
九
七
八
年
、
四

O

九
頁
。

(
幻
〉
悶
文
儒
「
新
調
天
山
以
南
的
石
窟
」

『
文
物
』

一
九
六
二
年
第
七
・

八
期
所
載
の
闘
よ
り
描
き
起
v

」す。

(
幻
)
楊
芋
「
克
孜
爾
千
併
洞
」
『
文
物
』
一
九
七
九
年
第
二
期
。

(
m
A
)

註
(
幻
〉
前
掲
閤
氏
論
文
。

(

M

)

王
煩
華
「
新
扇
農
業
考
古
概
述
」
『
農
業
考
古
』
一
九
八
三
年
第
一

期
、
同
「
新
殖
惣
耕
的
起
源
和
設
展
」
『
新
麹
枇
倉
科
聞
学
』

一
九
八
二

年
第
四
期
。

(
お
〉
ヴ
L

ル
ト
(
何
百
-
巧
2
r
)
者
、
薮
内
芳
彦
・
飯
沼
二
郎
謬
『
農

耕
文
化
の
起
源
l
掘
棒
と
鍬
と
慾
|
』
岩
波
書
広
、
一
九
六
八
年
、
二

四
O
真
に
ラ
ク
ダ
に
よ
る
同
様
の
「
レ
バ
ノ
ン
の
掘
棒
慾
」
の
闘
が
岨
開

戦
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
レ

ー
ザ
ー
氏

2
2
-
C
M
O円
〉
の
惣
研
究
の
大

著

ε尚
之
吋
匂
吋
同
町
円
、
見
C

C
」
く
じ
て
同
NNCMNhHJ吋
門
、
之
の
り
同
句

、、』い円、
C
N円匂
J
F
A
Z
目的芯円・

5
UH・
叶
止
命
】

N
O
〉

rr
・『

に
ス
マ

ト

ラ
の
ア
チ
ェ

l
地
方
の
水
牛
に
曳
か
せ
た
事
例
が
、
ク
ラ
ス
ノ
フ
氏

〈

5
・
〉
・
穴
宮
内
Z
O
回
〉
の
ご
M

旬
何
回
江
開
忠
臣
甲
山
何
匂
口
℃
泊
深
江
巳
開

口
〉

M
o
d占
巴
開
。
吉
、
h
x
m吋
J
Z
o
n
R
E・

5a-
唱・

2
に
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
で
の
事
例
が
そ
れ
ぞ
れ
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
イ

ス
ラ
ム
数
の
停
来
と
共
に
持
来
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

(
m
m
)

羽
田
亨
氏
は
そ
の
著
書
『
西
域
文
明
史
概
論
』
(
弘
文
堂
、

po 
oo 

一
九
三
-



年
、
七
八
頁
以
下
〉
の
中
で
キ
ジ
ル
千
併
洞
の
壁
叢
童
家

ζ
E包
三
g

の
名
を
紹
介
し
て
い
る
。
タ
l
リ
ム
盆
地
内
の
イ
ン
ド
・
ア
l
リ
ア
系

文
化
の
在
り
方
に
つ
い
て
は
、
松
田
嘉
男
『
ア
ジ
ア
の
歴
史
』
日
本
放

迭
出
版
協
舎
一
九
七
一
年
、
-
二
七
頁
以
下
を
参
照
。

(
幻
)
遼
寧
省
博
物
館
文
物
除
・
他
「
朝
陽
亥
霊
子
東
耳
目
壁
蜜
墓
」

『
文

物
』
一
九
八
四
年
第
六
期
、
園
版
陸
ー
-
よ
り
描
き
起
こ
す
。

ハ
お
〉
前
掲
報
告
書
。

(
m
U

〉

註
(
3
〉
前
掲
天
野
氏
著
書
七
五
-
ー
五
二
一具
、
お
よ
び
註
(
初
)
前
掲

同
氏
論
文
四
一
一
頁
。

(
却
)
現
在
こ
の
模
型
は
庚
東
省
博
物
館
に
展
示
さ
れ
て
い
る
。
周
版
は
一

九
八
七
年
に
筆
者
が
撮
影
し
た
も
の
か
ら
の
描
き
起
こ
し
。

〈
泊
〉
詳
し
く
は
陳
文
華
「
漢
代
長
江
流
域
的
水
稲
栽
培
和
有
関
農
兵
的
成

就
」
『
農
業
考
古
』
一
九
八
七
年
第
一
期
(
邦
誇
が
『
中
園
の
稲
作
起

源
』
六
輿
出
版
、
一
九
八
九
年
に
枚
め
ら
れ
て
い
る
〉
を
参
照
の
こ

長』。

(
担
〉
徐
恒
彬
「
簡
談
庚
東
連
勝
出
土
的
西
音
盤
田
和
田
模
型
」

『文
物
』

-
九
七
六
年
第
三
期
。

(
お
〉
圏
版
は
李
乃
賢
「
浅
談
庚
西
倒
水
出
土
的
組
回
模
型
」
『
農
業
考

古
』
一
九
八
二
年
第
二
期
所
枚
の
潟
県
よ
り
描
き
起
こ
す
。
た
だ
し
原

模
型
は
破
損
が
ひ
ど
く
人
物
の
一
種
は
復
原
さ
れ
た
も
の
。
設
掘
簡
報

の
庚
西
橋
州
市
博
物
館
「
庚
西
蒼
梧
倒
水
南
朝
墓
」
『
文
物
』

一
九
八

一
年
第
-
二
期
で
は
翠
田
模
型
と
推
定
。
連
豚
の
例
に
倣
え
ば
笠
田
和

田
模
型
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

(
鈍
〉
『
漢
唐
壁
登
』
外
文
出
版
社
、
北
京
、

準
地
よ
り
描
き
起
こ
す
。
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一
九
七
四
年
、

園
版
五
九
の

(
お
)
李
白電骨
墓
壁
賓
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
侠
西
省
博
物
館
・
文
管
舎
「
唐

李
室開
基
裂
掘
筒
報
」
『
文
物
』
一
九
七
四
年
第
九
期
を
参
照
。

〈
町
四
)
険
西
省
博
物
館
・
文
管
舎
「
唐
李
寄
墓
壁
壷
試
探
」
『
文
物
』
{
九

七
四
年
第
九
期
。

(
幻
)
原
宗
子
「
い
わ
ゆ
る
。
代
田
法。

の
記
載
を
め
ぐ
る
諸
解
穆
に
つ
い

て」

『史
皐
雑
誌
』
第
八
五
編
第
一
一
続
。

(
叩
山
)
陳
文
芸
十
「
試
論
我
園
俸
統
農
業
工
具
的
歴
史
地
位
」
『
農
業
考
古
』

一
九
八
四
年
第
一
期
。

(
ぬ
〉
金
統
献
「
従
織
林
窟
壁
董
耕
作
周
談
到
唐
代
寺
院
経
済
」
『
考
古
皐

報
』
-
九
五
七
年
第
二
期
、
主
静
如
「
敦
爆
莫
高
窟
和
安
西
検
林
窟
中

的
西
夏
壁
登
」

『文
物
』
一
九
八

O
年
第
九
期
、
王
進
玉
「
敦
爆
壁
筆

中
農
作
闘
賞
地
調
査
」
『
農
業
考
古
』

-
九
八
五
年
第
二
期
。

(
必
〉
こ
の
闘
は
奥
楓
・
張
亮
采
主
編
『
中
園
古
代
農
業
技
術
開
史
』
遼
寧

人
民
出
版
社
、
落
陽
、
一
九
七
九
年
、
二
三
八
頁
の
揺
園
よ
り
鱒
載
。

な
お
こ
の
著
書
は
上
海
の
胡
道
静
先
生
よ
り
恵
贈
を
受
け
た
。

(
M
U
)

家
永
泰
光
「
東
南
ア
ジ
ア
を
中
心
と
し
た
主
要
傘
型
の
形
成
と
分
化

ー
イ
ン
ド
翠
・
中
圏
整
・
鈎
駿
懇
の
交
叉
l
」

『
ア
ジ
ア
経
済
』
第
一

O
巻
第
九
鋭
、
一
九
六
九
年
、
四
四
頁
の
第
一
一
一
一
闘
を
参
照
の
こ
と
。

ま
た
註
〈
お
〉
前
掲
ヴ
ェ
ル
ト
氏
著
書
(
三
七

O
頁
地
闘
)
に
よ
れ
ば
、

二
重
視
は
主
と
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
西
ア
ジ
ア
・
イ
ン
ド
・
東
南
ア
ジ

ア
に
分
布
し
て
お
り
、
こ
の
敦
爆
壁
蜜
は
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
の
東
端
の

事
例
と
な
る
。

(
位
〉
廃
地
利
明
「
整
の
系
譜
と
稲
作
」
『
稲
の
ア
ジ
ア
史
1
|
ア
ジ
ア
稲

作
文
化
の
生
態
基
盤
|
』
小
泉
館
、
一
九
八
七
年
、
一
九
五
頁
。

ハ
必
)
河
野
遁
明
「
「
績
因
果
経
」
牛
耕
園
の
再
検
討
」

『
ヒ
ス
ト
リ
ア
』
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一
九
八
七
年
、
七
七
頁
所
載
の
原
本
潟
員
よ
り
描
き
起

第
-
-
七
抗
、

こ
す
。

(
川
叫
〉
前
掲
河
野
氏
論
文
。

(
必
)
註
(
3
〉
前
掲
天
野
氏
著
書
七
七
一
頁
。

(
必
)
李
森
燦
『
南
詔
大
理
園
新
資
料
的
綜
合
研
究
』
図
立
故
宮
博
物
院
、

妥
北
、
一
九
八
二
年
、
一
三
二
頁
の
潟
員
よ
り
描
き
起
こ
す
。

(
U
〉
前
掲
李
氏
著
書
。
ア
メ
リ
カ
の
チ
ャ
ピ
ン
女
史
(
白
色

2
回・。

zh

三
る
は
そ
の
論
文
ペ
即
日
曲
目
白
何
回
目
ω
m
g
o同
〉
S
E
r
-芯
な
月
ωJ

旬、
-bh戸
〈
o--
∞・

5
£
8
・
に
お
い
て
、
こ

の
章
容
を
十
二
|十一一一

世
紀
の
臨
模
と
推
定
し
て
い
る
。

(
紛
〉
李
昆
繋
「
雲
南
牛
耕
的
起
源
」
『
考
古
』
一
九
八

O
年
第
三
期
。

(
特
)
『
新
麿
書
』
南
詔
停
に
は
「
翠
回
に
は
一
牛
三
夫
を
以
て
し
、
前

挽
、
中
盤
、
後
編
す
」
と
あ
る
が
、
向
逮
氏
は
一
牛
三
夫
は
二
牛
三
夫

の
誤
り
で
あ
ろ
う
と
し
て
い
る
(
向
迷
校
注
『
師
封
書
校
注
』
中
華
書

局
、
北
京
、
-
九
六
二
年
、
一
七
一
|
七
二
頁
)
。

(
印
)
上
山
春
卒
・
渡
部
忠
世
編
『
稲
作
文
化
|
照
葉
樹
林
文
化
の
展
開

-
』
中
央
公
論
祉
、
中
公
新
書
七
五
二
、
一
九
八
五
年
、
二
二
二
頁
。

(
日
〉
熊
代
幸
雄
・
小
島
麗
治
編
『
中
園
農
法
の
展
開
』
ア
ジ
ア
経
済
研
究

所
、
一
九
七
七
年
、
第
一
章
乾
地
農
法
に
お
け
る
精
耕
畑
作
の
基
礎

そ
の
世
界
史
的
意
義
|
。

(
臼
)
司
・
∞

zuJ.、『
70
何
〈

o-cc。
ロ
。
四
円
ro
玄
。
三
内
-
r
s
L
2
0
c
m
r
E

。
r
E州W
J
a
a

叫d
。
。
ケ
弘
附
叫
4
N
N
N
Q
h

、
・
〈
o-
・口同一品・]戸由吋一
Y

の
O
M
Z
叩ロ『
ω
問。ロ・

〔
補
記
〕
本
稿
を
書
き
終
え
て
か
ら
、
図
版
9
・

ωに
示
し
た
忽
田
純
国
税

型
と
同
じ
タ
イ
プ
の
模
型
〈
高
さ
9
佃
X

縦
四
・

5
佃
×
横
目
団
〉
が

庚
東
省
削
間
関
市
の
西
耳
目
墓
(
太
康
七
年
〔
二
八
六
〕
)
か
ら
出
土
し
た

こ
と
を
知
っ
た
。
こ
の
模
型
に
は
漏
斗
炊
の
泌
排
水
調
整
用
具
の
具
合

を
見
て
い
る
人
物
像
ま
で
附
さ
れ
て
い
る
(
康
東
省
博
物
館
・
香
港
中

文
大
摩
文
相
学
部
編
『
庚
東
出
土
耳
目
至
唐
文
物
』
香
港
、
一
九
八
五
年
、

一
O
八
頁
、
岡

2
V
ま
た
図
版
H
・
日

-mに
示
し
た
タ
イ
プ
の
慾

は
、
近
年
に
お
い
て
も
甘
粛
省
の
天
水

・
敦
抽
出
お
よ
び
新
濁
省
で
使
用

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
調
査
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
(
潜
鴻
聾

「解
放
前
長
江
黄
河
雨
流
域
十
二
省
区
使
用
的
農
具
」

『
由
民
史
研
究
集

刊
』
第
二
加
、
科
目
伊
出
版
社
、
北
京
、
一
九
六

O
年
三

- 88ー



Later Han administration, which was the successor to Wang Mang's

political power. Second, it was based on the historical material of the father

and son pair of Liu χiang and Liu χin.

　　

LU GUIMENG'S TANG PERIOD ＬＥＩＳＩＪＩＮＧAND

THE DEVELOPMENT OF THE CURVED･BEAM PLOUGH

χA/'ATABE Takeshi

　　　

During the closing years of the Tang dynasty, a book titled heiｓｉ

Ｊｉｎｇ未租経was written by Lu Guimeng陸亀蒙, who was originally

from the Suzhou region 蘇州. This book, in which are recorded the

construction detailsfor the curved-beam plough, is an historicallyimportant

record of agricultural technology｡

　　　

The curved-beam plough is one type of traditionalChinese square-

framed plough. This plough's most significantfeatures were the curved

beam and the curved metal mould-board. This type of plough was not

limited to East Asia but spread to South･East Asia and Europe, and had

ａ significant effecton　agricultural reform in those regions. According

to traditional theories, this plough is thought to have its origins in the

lower reaches　of the　Yangtze River. However, afterｅχamining wall

paintings and articlesburied with the dead, which are related to farming

during the period from the Wei Jin era魏晋through to the Tang ｅｒａ唐，

it is not possible to say that the above mentioned theoriesare necessarily

correct.

　　

Rather, it is possible to conclude that an improvement in the

plough developed in the northern regions non-paddy farming belt during

the early Tang period. This improved design was introduced into the

southern regions paddy belt, where the curved metal mould-board was

created.

－３


